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宋
元
刊
両
唐
書
お
よ
び
五
代
史
記
に
つ
い
て

本
稿
は
前
輯
所
載
の
「
宋
元
刊
南
北
史
・
七
史
お
よ
び
惰
書
」
に
続
く

も
の
で
あ
る
が
、
新
唐
書
の
宋
刊
本
お
よ
び
そ
の
覆
刻
本
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
第
一
一
輯
(
一
九
七
四
年
〉
に
発
表
し
て
あ
る
。
当
然
こ
こ
で
は

そ
れ
を
除
く
が
、
標
題
は
煩
潰
を
避
け
て
右
の
よ
う
に
し
て
お
い
た
。

!日

唐

書

三
国
志
・
晋
書
の
項
で
触
れ
た
が
(
繁
一
刻
一
括
…
鯨
・
4
対
前
一
晋

4
机
か
か
何
)
、
宋

会
要
輯
稿
・
麟
台
故
事
に
よ
れ
ば
、

旧
唐
書
の
校
正
は
こ
の
ニ
史
と
と
も

に
成
平
三
年
一

O
月
に
始
め
ら
れ
、
同
五
年
〈
一

O
O
ニ
〉
に
国
子
監
に

送
ら
れ
て
板
に
鎮
ら
れ
た
。
新
唐
書
が
欧
陽
惰
に
よ
っ
て
編
纂
、
上
進
さ

尾

崎

康

れ
た
の
は
、
降
っ
て
嘉
祐
五
年
ハ
一

O
六
O
〉
七
月
で
あ
る
。

南

宋

初

期

刊

本

旧
唐
書
の
宋
元
版
は
唯
一
、
こ
の
南
宋
初
期
刊
本
が
現
存
す
る
に
す
ぎ

な
い
。
次
で
明
版
と
し
て
も
、
嘉
靖
開
人
詮
刊
本
だ
け
で
、
し
た
が
っ
て

百
柄
本
も
南
宋
刊
本
を
底
本
と
し
、
過
半
の
欠
巻
に
聞
人
詮
刊
本
を
も
っ

て
補
う
。
両
本
は
覆
刻
の
関
係
に
あ
る
と
か
ね
て
い
わ
れ
て
き
た
が
、
全

体
に
似
た
感
じ
で
は
あ
る
も
の
の
、
そ
う
で
は
な
い
。

北
京
図
書
館
現
蔵
の
残
本
六
九
巻
三
ニ
冊
で
あ
る
が
、
農
氏
鉄
琴
銅
剣

楼
の
旧
蔵
本
で
あ
る
。
百
柄
本
に
お
そ
ら
く
そ
の
全
巻
が
影
印
さ
れ
た
ほ

か
、
鉄
琴
銅
剣
楼
宋
本
書
影
に
巻
四
五
(
志
二
五
)
第
四
・
一
七
葉
、
中

っ“



国
版
刻
図
録
の
図
七
三
に
巻
六
八
(
列
伝
一
パ
)
首
半
葉
の
書
影
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
。
以
下

J

こ
れ
ら
と
そ
の
解
説
、
お
よ
び
鉄
琴
銅
剣
楼
蔵
書

目
録
、
北
京
図
書
館
善
本
書
自
に
よ
っ
て
記
述
す
る
。
，
な
お
、
一
こ
の
末
巻

と
同
巳
列
伝
巻
一
四

O
下

t
一
、
四
四
上
の
玉
巻
が
、
張
金
吾
の
愛
日
精
庫

蔵
書
志
に
も
著
録
さ
れ
て
い
る
。

存
/、、

九
巻

，:_-ーー田町-
t一六巻
一二五三 1

八八 t一
四 t七 t
.一八三
一三・四
九三八・
0・八四
下-~­
， ~六九 t
-一五七四
九1・五
四一一・
上六O四

九O八
~ ~ 

一一五
七一0
九0・

¥一--

〔
宋
紹
興
〕
両
漸
東
路
茶
塩
司
刊

三
二
冊
也
、

北
京
図
書
館
蔵

通
算
す
れ
ば
た
し
か
に
六
九
巻
で
あ
る
が
、
鉄
琴
銅
錫
楼
蔵
書
目
録
お

よ
び
同
宋
元
本
書
目
(
江
刻
書
目
三
種
所
収
)
は
同
じ
存
巻
次
で
「
凡
六

十
一
巻
」
と
し
、
中
国
版
刻
図
録
に
も
六
一
巻
と
あ
る
。

一
方
、
百
柄
本

駿
お
よ
び
校
史
随
筆
は
巻
次
を
同
じ
よ
う
に
示
し
て
六
七
巻
子
巻
二
巻

ハ
余
)
と
い
い
、
校
点
本
の
出
版
説
明
は
六
七
巻
と
す
る
。
巻
一
九
O
と

一
九
四
が
そ
れ
ぞ
れ
上
下
を
欠
く
の
は
標
記
に
明
ら
か
で
あ
る
が
、
百
柄

本
を
み
て
も
他
に
と
く
に
欠
葉
の
多
い
よ
う
な
巻
は
な
い
。

巻
三
一
首
に
見
る
と
、
首
題
は
「
唐
書
志
巻
第
十
一
/
富
士
一
ち
劉

(
柵
格
)
附
(
珊
格
)
等
修
」
と
あ
っ
て
、
列
伝
も
同
様
で
あ
る
が
、
大
題
を
記

セ
シ
o'
 

さ
な
い
。
左
右
双
辺
)
版
刻
図
録
に
・
よ
れ
ば
匡
高
一
二
・
四
×
広
一
四
・
ニ

一
四
行
、
行
こ
五

t
六
字
、
注
文
小
字
双
行
三

0
1三
二
字
。
、
版
心

は
白
口
、
上
方
に
。
印
が
あ
り
、
単
魚
尾
で
、
そ
の
上
に
「
〈
第
〉
十
四
」

の
よ
う
に
冊
次
を
記
し
、
す
ぐ
下
に
「
唐
志
〈
伝
〉
十
一
」
の
よ
う
に
題

を
、
さ
ら
に
下
方
に
丁
付
と
刻
工
名
を
離
る
。
大
小
学
数
は
な
く
)
刻
工

名
を
欠
く
場
合
も
あ
る
が
、
補
刻
は
な
い
ら
し
い
か
ら
、
他
に
ほ
と
ん
ど

変
化
は
な
い
。
刻
工
名
は
、
百
柄
本
に
よ
れ
ば
、

2
丁
珪

王
田

王
茂

江
文

狂
文

林
達

叩
徐
子
明

時
明

張
違

郭
良

陳
錫

黄
華

3
弓
成

主
因

王
康

4
方
成

王
圭

王
宮
仙

庇
子

江
通

7
余
全

院
佐士，
刃て

林
達

徐
侃

馬
俊

張
謹

陳
文

黄
障

9
挑
藤

徐
宗

日
婁
謹

章
階

陳
安

陳
礼

日
楊
武

方
彦
成

王
安

王
華

呉
圭

8
周
尚

施
章

徐
忠

張
元

許
文

陳
迎

四
停
中

葉
旦

主
介

王
成

玉
栄

呉
召E

周
~止
1同語徐

呆
張
永

許
成
之

陳
英

黄
安

葉
邦

主
升

王
伸

6
朱
因養器胡

務
徐
高

張
良

許
春

陳
f告

黄
季
常

葛
称

王
正

王
昌

朱
明

李
昇

林
英

洪
茂

徐
顔

張
敏

許
椿

陳
達

黄
彬

川
越
宗
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越
実

察
道

賂
宝

同
賂
昇

鄭
英

日
劉
益

劉
閏

日
藍
昂

幻
顧
昌

顧
祐

避
詩
欠
筆
は
、
玄
弦
舷
絃
鉱
懸
朗
跳
斑
挺
敬
敵
驚
弘
山
仙
段
搬

匡
莞
境
鏡
胤
貝
恒
恒
禎
貞
演
徴
懲
署
樹
餐
譲
頂
趨
島
佑
栢
口
但

垣
完
雀
構
維
購
遺
勾
惟
壊
の
各
宇
に
行
わ
れ
て
い
る
。

多
く
の
巻
の
巻
末
に
、
そ
れ
ぞ
れ
左
の
よ
う
な
校
正
校
勘
の
官
街
各

行
が
あ
る
。

右
文
林
郎
充
両
漸
東
路
提
挙
茶
塩
司
幹
縛
公
事
震
文
昭
校
勘

巻
但
沼
田
川
訓
∞

m問
的
hm

左
従
政
郎
紹
興
府
録
事
参
軍
張
嘉
賓
校
勘

弘主
'
i
q
L
a
a
τ
E
U
O
B
A
U

M
毛
a唖
a
a
τ
a
a
τ
a
a
τ
a
4
R
D

左
奉
議
郎
充
紹
興
府
虚
子
教
授
朱
停
校
正

ム
苦
。
3
p
a
n
O
句

'
o
o
n
E
n
u
d
A
U
'
i
。
4
4
a
τ
n
u
r
i唱
i
o
L
究
u

歪
t
4
n
D
A
O
p
o
a
z
n
v
"
r
o
E
n
E
0
6
0
6
n宮
内

l
n宮
内
耳

A
B

・・ゐ-zA-EA--a唱
-A'zA'

・A・，.... A
・

B

・‘・・
A
d
-
-

‘.，A
・『
・

6

右
文
林
郎
充
両
漸
東
路
提
挙
茶
塩
司
幹
塀
公
事
蘇
之
勤
校
勘

み
歪
F
D
F
O
o
o
h
B
A
U
'
A
O
L
q
a
a
a
τ
F
D
弓

'
O
B
o
o
n
3
n
u
-
A
内

3
R
U
F
O
巧

f
q
a
r
a
p
o

華、

6
4
6
6
7
7
7
7
7
7
7
7
8
8
9
9
9
9
9
9
0
0
0

・2
4

・・・・・
EA

右
文
林
郎
充
漸
東
路
提
挙
茶
塩
司
幹
緋
公
事
蘇
之
勤
校
正

巻
92 

左
従
政
郎
紹
興
府
録
事
参
軍
徐
俊
卿
校
勘

巻
107 
129 
130 
131 
132 
133 

「
紹
興
府
鎮
/
越
堂
官
書
」
の
お
そ
ら
く
縦
一
五
句
余
の
大
型
印
が
、

巻
四
一
・
四
三
・
七
三
・
八
八
・
一
七
九
・
一
九
O
下
の
首
に
み
え
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
麗
氏
の
両
目
に
、
「
鎮
越
堂
在
紹
興
府
暑
蓬
莱
閣
之
下
、

嘉
定
辛
巳
建
、
当
是
宋
時
鈴
記
也
」
と
の
考
証
が
あ
る
。

巻
六
五
(
伝
一
五
)
第
一
葉
、

一
O
四
〈
五
四
〉
第
一
一
・
ニ
葉
、

一
六
五
ハ
二
五
〉
第
一
葉
裏

t
三
葉
、

上
(
一
四
四
上
)
第
一
七
葉
に
、
百
柄
本
で
は
明
刊
本
が
入
っ
て
い
る
が
、

O
(六
O
)
第
八
葉
、

一
九
四

原
本
は
欠
葉
か
と
恩
わ
れ
る
。

版
心
上
方
に
冊
次
が
離
ら
れ
て
あ
る
と
述
べ
た
が
、
こ
の
残
本
は
第
一

四
・
一
五
・
一
八

t
-
二
・
二
五

t
ニ
八
・
一
ニ
一

t
三
六
・
四

0
・
四
一
・

五
0
・
五
一
・
五
四
・
五
五
・
五
七
・
五
八
冊
に
あ
た
る
。
計
二
四
冊
で

あ
る
。
た
だ
し
、
丁
付
は
一
冊
の
う
ち
で
も
巻
ご
と
に
つ
い
て
い
る
か
ら
、

数
巻
を
収
め
る
一
冊
が
す
べ
て
首
尾
完
好
で
あ
る
か
は
わ
か
ら
ず
、
そ
れ

が
確
実
な
の
は
、
第
一
九
冊
(
巻
四
仁
川
い
醐
町
一
)
、
二
六
冊
(
巻
六
枇
四
時
記
)
、
ニ

七
冊
(
巻
七
ト
町
一
緒
)
、
三
二
冊
三
五
冊
(
巻
一
O三
れ
m

臨
む
の
五
冊
に
す
ぎ

一
冊
の
葉
数
に
や
や
幅
が
あ
る
が
、
巻
末
の
六
巻
余
の
欠
巻
の
と

為

h

、‘
0

4
J
E
L
V
 

こ
ろ
は
、
百
柄
本
お
よ
び
校
点
本
に
よ
っ
て
計
算
す
る
と
一
ニ

O
葉
弱
程

度
と
な
り
、
ニ
巻
に
あ
た
る
か
と
推
定
さ
れ
る
か
ら
、
こ
の
本
は
本
来
、

六
O
冊
に
装
訂
さ
れ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

刻
工
は
南
宋
初
期
の
紹
興
年
間
の
諸
刊
本
の
も
の
と
共
通
す
る
も
の
が

多
く
、
と
く
に
外
台
秘
要
方
四

O
巻
ハ
静
嘉
堂
文
庫
・
宮
内
庁
書
陵
部
・

北
京
図
書
館
蔵
)
と
は
、
役
人
の
名
は
違
う
も
の
の
同
じ
両
新
東
路
提
挙

-123ー



茶
塩
司
幹
排
公
事
の
官
街
を
屯
ち
、
か
っ
同
じ
紹
興
中
の
刊
本
と
ー
推
定
さ

れ
る
だ
け
に
、
そ
れ
が
実
に
二
八
人
に
も
及
ぶ
。
そ
の
ほ
か
、
至
紹
興
二

年
刊
の
思
演
版
大
蔵
経
と
五
人
以
上
、
同
七
年
ご
ろ
刊
の
新
唐
書
〈
静
嘉

堂
文
庫
・
足
利
学
校
遺
蹟
図
書
館
等
蔵
〉
と
四
人
、
同
九
年
刊
の
毛
詩
正

義
ハ
杏
雨
書
屋
蔵
)
と
九
人
、
同
年
刊
の
文
粋
(
北
京
図
書
館
蔵
)
と
五

人
以
上
、
同
一
六
年
間
の
事
類
賦
ハ
北
京
図
書
館
蔵
〉
と
六
人
以
上
も
合

致
し
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
杭
州
と
そ
の
周
辺
で
刊
刻
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
こ
こ
で
以
上
と
い
う
の
は
、
中
国
版
刻
図
録
に
列
挙
さ
れ
た
刻
工
と

の
対
比
に
よ
る
場
合
、
お
よ
び
大
蔵
経
は
調
査
が
全
蔵
に
は
は
る
か
に
及

ん
で
い
な
い
場
合
で
、
そ
れ
は
お
そ
ら
く
そ
の
本
の
一
部
で
あ
ろ
う
ー
か
ら

で
あ
る
。
ま
た
、
文
選
(
五
臣
井
李
善
注
〉
(
足
利
学
校
遺
蹟
図
書
館
蔵
〉

は
紹
興
二
八
年
の
補
刻
ハ
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
)
の
ま
だ
入
ら
な
い
本
で

あ
る
が
、
こ
れ
と
一
三
人
、
紹
興
末
か
ら
次
の
代
に
か
け
て
の
両
准
江
東

転
運
司
刊
三
史
ゃ
い
わ
ゆ
る
眉
山
七
史
と
も
、
各
六
、
七
人
が
合
う
。
と

れ
を
表
示
し
た
の
が
下
表
で
、
版
刻
図
録
が
「
皆
南
宋
初
期
新
中
習
見
之

良
工
い
と
い
‘
う
屯
れ
ち
刻
工
か
ら
、
南
宋
紹
興
中
(
一
一
一
三
一

t
六
ニ
〉

の
刊
本
と
断
定
す
る
の
に
な
ん
ら
障
賭
す
る
と
こ
ろ
は
な
い
。

書

名

思
漠
円
覚
蔵
経

(
新
)

唐

書

毛

詩

正

義

文事

¥類

文

刊
年

刊
地

紹
興
二
年

湖

州

七

湖

九

紹
興

一府‘

粋

f

o

臨
安
府

九

賦-

一
大

両
新
東
路

選

以二
前六

明

外

台

秘

要

方

紹

興

両
新
東
路

方
彦
成
朱
明
記
通
余
全
呉
郁
李
昇
院
予
林
俊

寸
珪
弓
成
王
介
王
安
主
成

同
一
名
ム

刻

工

主
成
徐
呆
徐
高
。
徐
顔
持
腿
宗

州
王
介
王
成
-
王
昌
江
通
呉
郁

庇
千
徐
果
徐
高
張
謹
章
構

陳
迎
陳
錫
賂
昇
酪
宝

王
因
王
成
長
部
院
予
徐
果

丁
珪
庇
干
徐
呆
徐
高
洪
茂

陳
錫

方
成
王
因
王
伸
江
通
呉
圭

チH

庇
宗
洪
茂
徐
宗
施
章
張
護

J

陳
迎
黄
障
葛
称
賂
昇
、

施
麗
徐
侃
徐
果
徐
高
徐
顔
時
明
婁
謹
張
永

一
章
構
陳
文
陳
浩
葉
邦
越
宗
鄭
英
黄
季
常

転
運
司

三
史
南
宋
前
期

両
潜
江
東

ハ
所
謂
同
局
山
)
七
史

南

宋

前

期

江

玉
栄
林
俊
洪
茂
徐
侃
徐
呆

徐
顔
婁
謹

新

王
升
王
圭
王
華
朱
明
李
昇

徐
果
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校
勘
官
も
紹
興
の
人
で
)
朱
停
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
明
嘉
靖
一
八
年

月
の
聞
人
詮
刊
本
の
文
徴
明
の
叙
に
、

後
有
教
授
朱
悼
名
、
悼
杵
秦
槍
、
出
為
越
州
教
授
、
当
是
紹
興
初
年
。

と
あ
り
、
宋
史
巻
三
七
こ
な
ど
の
伝
で
、
宣
和
六
年
の
進
士
で
あ
る
こ
と

と
と
も
に
、
右
の
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
張
嘉
賓
は
、
淳
照
三
山
志
巻

二
八
に
よ
れ
ば
、
建
炎
二
年
の
進
士
で
あ
る
。
紹
興
府
録
事
参
軍
の
任
に

は
、
三
二
年
あ
る
紹
興
年
間
の
前
半
に
は
昇
っ
て
い
よ
う
。
他
の
三
人
に

つ
い
て
は
未
明
で
あ
る
。

欠
筆
も
高
宗
の
諒
に
終
っ
て
い
る
。

以
上
に
よ
っ
て
、
紹
興
中
に
両
湖
東
路
茶
塩
司
に
お
い
て
刊
刻
さ
れ
た

こ
と
に
疑
い
の
余
地
が
な
く
、
従
来
の
書
白
書
誌
に
書
か
れ
て
き
た
通
り

で
あ
る
。

そ
し
て
、
行
格
・
刀
法
か
ら
も
、
こ
の
期
の
官
刻
本
の
多
く
と
同
様
、

こ
れ
も
北
宋
刊
本
の
覆
刻
本
か
と
思
わ
れ
る
。

本
文
に
つ
い
て
は
、
旧
唐
書
は
こ
の
南
宋
初
刊
本
の
あ
と
宋
元
代
に
は

刊
刻
さ
れ
た
形
跡
が
な
く
、
四

O
O年
を
経
て
明
嘉
靖
一
八
年
の
余
挑
の

閑
人
詮
の
刊
本
が
出
る
に
至
る
か
ら
、
こ
の
両
本
に
つ
い
て
鉄
琴
銅
剣
楼

善
本
書
目
が
対
校
し
、
百
柄
本
お
よ
び
校
史
随
筆
が
そ
の
う
ち
の
典
型
的

な
も
の
を
採
っ
て
例
示
す
る
。

校
史
随
筆
は
、
「
閑
人
詮
刻
本
」
の
条
に
次
で
、
「
宋
刻
明
刻
之
異
同
」

と
題
し
て
、
両
本
の
暦
志
、
地
理
志
、
李
自
伝
の
三
条
を
対
比
す
る
。
こ

れ
に
よ
る
と
、
巻
三
四
暦
志
三
の

「
求
九
服
所
在
毎
気
触
差
」
か
ら
、

曜
・
聞
の
両
本
の
本
文
に
は
ほ
と
ん
ど
相
違
が
な
い
し
、
殿
版
以
下
も
同

様
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
三
条
に
つ
い
て
は
宋
本
を
採
っ
た
の
で

あ
っ
て
、
と
く
に
暦
志
の
記
事
は
新
唐
書
〈
巻
二
八
暦
志
四
下
〉
の
記
事

も
参
照
し
て
、
注
に
そ
れ
を
証
し
て
い
る
。
催
盈
斎
は
す
ぐ
続
い
て
旧
唐

書
校
勘
記
六
六
巻
・
逸
文
二
一
巻
を
刊
行
し
た
が
、
こ
れ
に
右
の
三
条
も

指
摘
が
あ
り
、
太
平
嚢
宇
記
、
冊
府
元
亀
を
引
い
て
校
し
て
い
る
。
校
点

本
は
こ
れ
を
利
用
し
て
、
宋
刊
本
を
是
と
判
断
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

節
は
、
六

O
字
ほ
ど
の
な
か
に
明
刊
本
に
大
き
な
文
脈
の
混
乱
が
あ
り
、

巻
四
一
地
理
志
四
の
広
州
中
都
督
府
の
条
、
巻
一
九
O
下
文
苑
李
自
伝
に

は
、
明
刊
本
に
か
な
り
の
脱
落
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
記
事
に
つ
い
て
、
校
点
本
は
宋
本
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。

校
点
本
は
、
清
道
光
中
甘
泉
辱
氏
健
盈
斎
刊
本
を
底
本
と
し
、
こ
れ
ら

宋
・
明
刊
本
、
武
英
殿
版
お
よ
び
漸
江
書
局
本
・
醇
古
堂
刊
本
を
参
校
し

て
い
る
の
で
あ
る
が
、
僅
盈
斎
本
は
間
人
詮
本
の
重
刻
で
あ
る
こ
の
よ
う

な
場
合
は
当
然
こ
の
三
条
に
と
ど
ま
ら
ず
、
全
巻
の
か
な
り
に
及
ん
で
い

ょ
う
。
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旧
唐
書
の
古
刊
本
は
、
前
述
の
よ
う
に
宋
・
明
版
が
わ
ず
か
一
本
づ
っ

現
存
す
る
に
す
ぎ
ず
、
原
刊
の
北
宋
本
を
除
い
て
、
宋
元
代
に
他
に
ま
つ

た
く
刊
刻
さ
れ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
と
は
断
言
で
き
な
い
が
、
そ
の
可
能

性
は
き
わ
め
て
薄
い
と
思
わ
れ
る
。
元
大
徳
九
路
儒
学
刊
十
七
史
は
、
実

は
十
史
に
と
ど
ま
っ
た
ら
し
く
、
南
北
朝
七
史
を
含
ま
な
い
が
、
旧
唐
書

は
む
ろ
ん
十
七
史
に
入
ら
な
い
。
明
の
聞
人
詮
刊
本
の
文
徴
明
の
序
に

「
是
書
嘗
刻
於
越
州
、
巻
後
有
教
授
朱
停
名
、
:
:
:
」
と
あ
り
、
健
盈
斎

の
校
勘
記
の
目
録
の
末
の
山
今
建
功
の
序
に
「
銭
氏
敏
求
記
有
至
楽
楼
紗
本
、

葉
石
君
所
借
紗
者
、
所
謂
影
宋
本
也
、
末
巻
亦
有
朱
偵
名
、
;
:
:
」
と
あ

る
の
も
、
す
パ
て
こ
の
南
宋
本
な
い
し
は
そ
の
写
本
で
あ
る
こ
と
が
明
ら

か
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
南
宋
初
期
刊
本
は
、
北
宋
威
平
原
刊
本
の
覆

刻
と
み
ら
れ
る
だ
け
に
、
旧
唐
書
に
は
こ
れ
に
勝
る
テ
ク
ス
ト
は
あ
り
え

件降、。

4ι
‘

hv 

(
附
)
明
嘉
靖
一
八
年
余
桃
聞
人
詮
刊
本

旧
唐
書
に
は
あ
ま
り
に
版
本
が
少
い
た
め
に
、
明
清
に
は
ほ
と
ん
ど
唯

一
の
存
在
で
閑
人
詮
刊
本
が
重
用
さ
れ
た
か
ら
、
こ
れ
に
つ
い
て
附
言
し

て
お
く
。

上
述
の
よ
う
に
北
宋
で
一
一
世
紀
初
頭
に
は
じ
め
て
刊
刻
さ
れ
、

世

紀
後
の
南
宋
初
に
お
そ
ら
く
覆
刻
さ
れ
た
ほ
か
に
、
宋
元
代
を
通
じ
て
あ

ら
た
に
離
版
さ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
南
宋
紹
興
年
聞
か
ら

四
O
O年
を
経
て
、
明
嘉
靖
一
八
年
に
余
挑
の
間
人
詮
が
苦
心
の
末
に
こ

れ
を
刊
行
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
経
綿
に
つ
い
て
は
そ
の
閑
人
詮
・
楊

循
吉
・
文
徴
明
の
三
序
に
明
ら
か
で
あ
る
。

聞
序
に
よ
れ
ば
、
そ
の
テ
ク
ス
ト
の
探
訪
に
努
め
て
よ
う
や
く
列
伝
を

光
禄
張
氏
か
ら
)
紀
志
を
守
漠
公
が
ら
得
た
が
、

そ
れ
は
「
宋
時
の
模

板
」
で
あ
っ
た
と
い
う
。
文
序
が
南
宋
本
に
触
れ
て
い
た
か
あ
、
こ
れ
も

そ
れ
を
指
す
も
の
と
し
か
思
え
な
い
が
)
序
の
次
に
は
ー
「
恵
借
蔵
書
』
左

し
て
、
陳
折
・
王
延
詰
・
王
穀
祥
・
張
作
の
四
名
を
挙
げ
て
い
る
。
、
王
氏

は
嘉
靖
六
年
に
南
宋
黄
善
夫
本
史
記
を
覆
刻
し
て
い
る
が
、
原
本
を
所
有

し
て
い
た
の
で
な
く
、
宇
一
時
的
に
借
用
し
て
模
刻
し
た
こ
と
は
池
北
偶
談

に
明
ら
か
で
あ
る
。

三
序
と
は
間
人
訟
の
刻
旧
唐
書
叙
ニ
葉
、
楊
循
吉
の
旧
唐

書
重
鎮
紀
動
序
二
葉
、
文
徴
明
の
重
刻
唐
書
序
因
業
で
あ
り
、
続
い

て
「
桐
空
空
郁
夫
謬
承
校
史
之
役
建
維
/
:
:
u
・
」
の
「
葉
が
あ
っ
て
、
こ

さ
て
、

こ
に
恵
借
蔵
書
を
は
じ
め
、
揖
俸
助
善
、
分
番
校
対
、
出
資
経
費
の
諸

氏
の
名
が
列
ね
ら
れ
て
い
る
ι

唐
書
目
録
が
三
五
葉
に
も
及
ん
だ
あ
と
、

巻
一
首
題
は
南
宋
刊
本
に
は
欠
巻
で
あ
る
が
、
百
柄
本
に
見
ら
れ
る
よ
う
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に
、
こ
こ
に
は
撰
者
・
刻
者
・
校
者
名
を
含
め
て
六
行
を
も
と
っ
て
い
る
。

一
回
行
二
六
字
で
、
行
格
は
南

左
右
双
辺
合
二
・
四
×
一
四
・
一
-
一
時
ン
)
。

宋
本
と
同
じ
よ
う
で
あ
る
が
、
ま
た
字
様
も
か
な
り
似
せ
て
い
る
が
、
巻

頭
に
校
者
名
を
入
れ
る
こ
と
で
行
の
送
り
が
相
違
し
て
、
覆
刻
と
は
と
て

も
い
え
な
い
し
、
本
文
に
異
同
が
多
け
れ
ば
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
版
心
も

南
宋
本
は
似
せ
て
あ
る
が
、
百
柄
本
が
そ
の
上
方
に
o

印
を
毎
葉
に
付
け

て
い
る
の
は
そ
れ
を
誇
張
す
る
作
為
で
、
原
本
に
は
な
い
。

そ
れ
は
と
も
か
く
、
嘉
靖
以
後
殿
版
の
出
現
ま
で
こ
れ
は
ほ
と
ん
ど

唯
一
の
版
本
で
あ
っ
た
の
で
、
補
刻
を
重
ね
つ
つ
重
用
さ
れ
た
ら
し
い
。

し
た
が
っ
て
現
存
本
の
数
は
多
く
、
わ
が
圏
内
に
も
ニ

O
部
は
存
在
す
る

ょ
う
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
に
補
刻
を
重
ね
て
い
て
、
原
刻
本
の
ほ
か
に

一
次
ま
で
の
遁
修
本
を
私
は
確
認
し
て
い
る
。

新

唐

書

新
唐
書
に
つ
い
て
は
、
先
に
宋
刊
本
を
と
り
あ
げ
、
そ
の
一
の
北
宋
嘉

祐
刊
本
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
き
た
本
が
、
実
は
南
宋
紹
興
七
年
ご
ろ
の
、

お
そ
ら
く
は
そ
の
覆
刻
本
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
証
し
た
(
味
刊
柑
…
瀧
三
ぃ

↑
臥
)
。
こ
の
稿
は
誤
字
誤
植
が
多
く
、
不
注
意
き
わ
ま
り
な
く
て
お
恥
し

い
か
ぎ
り
で
あ
っ
た
が
、
さ
ら
に
重
大
な
過
失
を
犯
し
て
い
る
。

そ
れ
は
い
ま
に
し
て
思
え
ば
、
百
柄
本
が
底
本
の
い
わ
ゆ
る
嘉
祐
刊
本

の
欠
葉
な
ど
三
四
葉
も
を
、

一
連
の
独
特
の
字
様
を
も
っ
て
精
妙
に
補
写

し
た
ら
し
い
も
の
を
、
お
そ
ら
く
実
在
し
な
い
で
あ
ろ
う
「
〔
南
宋
中
期

建
安
〕
刊
一
四
行
本
」
と
し
て
信
じ
こ
ま
さ
れ
た
ら
し
い
の
で
あ
る
(
四

O
七
頁
〉
。
百
柄
本
の
目
録
上
第
五

t
一
六
葉
、

同
下
一

t
一
八
葉
、
巻

二
一
第
六
葉
、
巻
五
六
第
六
葉
、
巻
八
九
第
七
葉
、
巻
二
二
第
六
葉
で

あ
っ
て
、
宇
様
は
史
記
黄
善
夫
本
・
新
唐
書
貌
仲
立
本
な
ど
と
同
じ
、
や

や
肉
太
で
右
上
り
と
い
う
南
宋
中
期
建
刊
本
の
典
型
で
あ
り
、
そ
れ
ら
が

一
O
行
一
九
字
と
い
う
大
字
本
で
あ
る
の
に
、

一
四
行
二
五
宇
内
外
と
い

う
珍
し
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
避
韓
欠
筆
が
か
な
り
厳
格
に
行
わ
れ
て
、

南
宋
中
期
に
ふ
さ
わ
し
く
光
宗
の
敦
・
徹
、
寧
宗
の
廓
字
に
及
ん
で
い
る
。

あ
ま
り
に
鮮
や
か
な
作
為
で
あ
っ
て
、
百
柄
本
に
は
そ
の
封
面
に
も
巻
末

の
張
践
に
も
、
静
嘉
堂
本
・
北
京
図
書
館
本
・
嘉
業
堂
本
を
用
い
た
と
し

か
書
い
て
い
な
い
か
ら
、
私
は
当
時
の
北
京
図
書
館
に
こ
の
よ
う
な
一
本

が
存
在
し
た
も
の
と
信
じ
、
特
に
一
項
を
設
け
て
記
述
し
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
一
連
の
正
史
宋
元
版
の
調
査
研
究
を
進
め
て
ゆ
く
う
ち
、
百
柄
本

に
は
底
本
を
暖
昧
に
し
た
り
、
改
変
し
た
り
す
る
場
合
の
多
い
こ
と
を
痛

感
し
た
。
清
朝
以
前
の
営
利
に
走
る
書
時
期
の
所
業
に
あ
ら
ず
、
張
氏
の
業
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績
が
あ
ま
り
に
大
き
い
だ
け
に
、
何
の
た
め
の
百
柄
本
で
あ
っ
た
の
か
と

疑
問
を
抱
か
ざ
る
を
え
な
い
。

モ
れ
は
と
も
か
く
、
.
こ
こ
で
は
元
大
徳
本
を
扱
う
。

元
大
徳
一
一
年
建
康
路
儒
学
刊
本

元
大
徳
路
儒
学
本
の
唐
書
に
つ
い
て
は
、
夙
に
神
田
宣
三
郎
氏
が
建
康

路
儒
学
の
担
当
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。
大
徳
丁
未
〈
一
一
〉
の

(
建
康
路
儒
学
学
録
〉
戚
明
瑞
の
刊
序
が
お
り
、
昇
ハ
唐
代
の
昇
州
で
元
代

の
建
康
路
)
が
こ
お
を
銭
し
た
こ
と
が
明
記
さ
れ
、
，
さ
ら
に
す
ぐ
続
け
て

「
建
康
路
明
道
書
院
監
造
」
と
の
一
行
の
次
に
、
、
建
康
路
儒
学
お
よ
び
同

深
水
州
・
深
陽
州
儒
学
等
の
関
係
者
一
一
名
の
列
衝
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

元
刊
唐
書
は
、
晋
書
と
と
も
に
明
の
嘉
靖
一

O
年
前
後
に
、
一
南
京
国
子

監
二
十
一
史
の
一
と
さ
れ
、
補
刻
を
重
ね
つ
つ
清
代
ま
で
四

0
0年
間
も

用
い
ら
れ
た
か
ら
、
、
そ
の
伝
本
は
比
較
的
多
い
の
で
あ
る
が
、
二
十
一
史

に
編
入
さ
れ
る
前
の
、
つ
ま
り
嘉
靖
初
年
以
前
の
印
本
は
、
後
表
の
ま
う

に
き
わ
め
て
少
な
い
。
、
こ
の
刊
序
や
官
衝
は
、
喜
善
本
書
室
蔵
書
志
・
適
国

蔵
書
志
・
伝
書
堂
善
本
書
志
・
五
十
万
巻
楼
蔵
書
目
録
等
に
移
録
さ
れ
て

い
る
と
い
う
も
の
の
、
全
文
で
は
な
く
、
ま
た
実
は
そ
の
わ
ず
か
な
善
本

の
う
ち
の
た
だ
一
γ
本
に
'
現
存
す
る
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
。
-

い
さ
さ
か
長
文
で
あ
る
が
、
他
に
全
文
を
著
録
す
る
も
の
も
稀
な
の
で
、

左
に
こ
れ
を
掲
げ
る
。
別
に
題
を
掲
げ
な
い
が
、
版
心
に
は
「
唐
序
」
と

し
、
毎
半
葉
九
行
で
、
一
ニ
葉
に
及
ぶ
。

李
唐
英
主
送
興
夷
類
鉛
荒
口
武
功
逼
-

乱
略
祭
乎
有
文
以
致
天
下
之
隆
平
嗣

有
不
一
緒
者
逼
侠
前
人
党
扶
衰
救
危
曇

1 

愚
前
回
竹
園
己
濫
子
金
匿
石
室
開
突
宋

墨
佑
中
欧
陽
公
被
旨
口
事
唐
書
紀
用

其
阻
翠
法
其
志
礼
楽
則
調
古
者
礼
楽
出

不
一
没
世
率
為
空
名
五
行
志
中
破
諸

儒
災
異
附
会
之
説
伝
則
宋
尚
書
制
述
・
一

出
回
目
一
書
出
両
手
申
命
欧
公
併
聞
外
・

g 

伝
公
日
宋
前
備
也
人
所
見
多
殊
宣
能
'

患
知
己
意
於
是
一
無
所
易
書
成
例
合

官
高
者
書
其
名
公
日
予
量
可
掩
宋
之

功
以
為
己
カ
於
是
紀
志
書
欧
而
宋
之

氏
公
書
於
伝
宋
嘗
日
自
古
文
人
不
相

譲
此
事
所
未
聞
至
令
宋
史
題
之
大
徳

"' -、
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丙
午
拝
都
侍
御
持
節
江
東
而
嘗
欲
部

建
康
路
儒
学
監
造
前
口
州
学
教
授
学
正
侯
起
翠

下
各
路
分
刊
十
七
史
昇
所
録
者
唐
書

建
康
路
明
道
書
院
山
長
張
坦

墨
釘
邪
建
康
路
推
官
呂
承
務
提
其
綱

建
康
路
儒
学
学
録

戚
明
瑞

前
甘
州
路
教
授
越
伯
升
日
准
四
学
監

建

康

路

儒

学

学

正

劉
子
寿

造
者
且
敦
儒
尋
友
模
絹
事
聯
白
一
校

建
康
路
深
水
州
儒
学
教
授

屠
約

至
三
校
用
心
亦
助
失
盲
僕
鼓
陸
昇
序

建
康
路
深
陽
州
儒
学
教
授

仇
遠

一
日
命
述
其
事
辞
不
巳
而
日
唐
口
一

建

康

路

儒

学

教

授

越
由
障

十
八
君
本
於
太
宗
聴
仁
義
之
一
言
以

こ
の
序
お
よ
び
官
衡
の
あ
る
の
は
、
中
央
図
書
館
ハ
北
平
)
蔵
本
の
う

故
制
度
紀
綱
幾
三
百
載
使
昭
宣
亦
口

ち
の
存
一
二
五
巻
四
九
冊
本
の
巻
頭
で
あ
る
。
こ
の
本
は
首
一
四
巻
を
欠

以
理
市
維
其
法
則
宣
止
昭
宣
市
己
後

く
が
、
嘉
祐
五
年
骨
公
亮
の
進
新
唐
書
表
、
大
徳
九
年
の
雲
謙
の
駿
の
ほ

之
観
史
者
荷
知
徒
法
不
能
以
自
行
雄

か
に
、
目
録
を
も
備
え
る
か
ら
、
首
目
一
巻
は
残
存
し
た
こ
と
に
な
る
。

若
稽
墳
典
亦
可
得
其
綱
領
若
舎
理
目

た
だ
、
こ
の
本
に
は
明
ら
か
に
元
末
明
初
の
補
刻
、
が
行
わ
れ
て
お
り
、
所

求
法
不
維
不
知
古
亦
不
知
唐
大
徳
丁

掲
の
よ
う
に
墨
釘
の
箇
所
が
あ
り
、
第
二
葉
は
中
央
部
、
ほ
ぼ
第
八
・
九

未
元
正
十
一
日
五
雲
山
戚
明
瑞
書

字
の
中
間
に
左
右
に
割
れ
め
が
走
り
、
官
衡
の
う
ち
口
と
し
た
と
こ
ろ
は

建
康
路
明
道
書
院
監
造

読
め
な
い
。
後
に
い
う
王
国
維
が
、
こ
こ
を
「
口
陵
」
と
す
る
よ
う
に
は

建
康
路
深
水
州
儒
学
監
造
本
学
教
諭
朱
祐
之
李
君
実

見
え
ず
、
ほ
ん
の
ご
く
わ
ず
か
に
残
る
下
方
が
無
理
す
れ
ば
「
陵
」
の
よ

建
凝
路
深
陽
州
儒
学
監
造
本
学
教
諭
越
奇
孫

う
で
な
い
こ
と
も
な
い
が
、
少
く
と
も
こ
こ
に
ニ
字
分
あ
る
と
は
思
え
な

建
康
路
儒
学
監
造
前
祈
門
県
鱒
学
教
諭
際
宣
南

い
も
の
の
、
伝
書
堂
善
本
書
志
本
の
方
が
早
印
で
破
損
が
進
ん
で
い
な
い

建
康
路
儒
学
直
学
馬
瑛
沈
振
租

可
能
性
も
あ
り
、
参
考
に
は
し
て
お
く
。
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さ
て
そ
の
伝
書
堂
善
本
書
志
著
録
本
は
巻
一
一
一
七
・
二
一
八
の
ニ
巻
を

わ
ず
か
に
欠
く
だ
け
ら
し
く
、
戚
明
瑞
序
の
本
文
は
載
せ
な
い
が
、
官
街

は
す
べ
て
列
挙
す
る
。
明
代
の
補
刻
は
な
い
と
し
、
田
耕
堂
蔵
の
一
印
が

あ
る
と
い
う
。
し
か
し
、
こ
の
欠
ニ
巻
本
は
酒
芥
楼
燈
余
書
録
に
見
え
ず
、

北
京
図
書
館
善
本
書
録
に
も
著
録
さ
れ
て
い
な
い
。

善
本
書
室
蔵
書
志
と
五
十
万
巻
楼
蔵
書
目
録
本
は
、
戚
明
瑞
序
の
ほ
ぼ

中
間
の
第
一
五
行
末
か
ら
ほ
ぼ
七
行
を
抜
草
し
て
載
せ
、
神
田
氏
も
こ
れ

を
引
用
さ
れ
た
も
の
ら
し
く
、
逆
に
校
勘
官
に
つ
い
て
は
一
二
人
の
う
ち

「
深
水
学
教
授
屠
約
、
深
陽
学
校
教
授
仇
遠
、

乃
杭
人
也
。

約
宇
存
博

号
月
汀
、
官
至
徽
州
教
授
。
遠
字
仁
近
号
仁
、
父
官
至
杭
州
知
事
、
箸

有
金
淵
集
・
山
部
集
」
と
二
人
に
だ
け
触
れ
て
い
る
。

さ
て
こ
の
新
唐
書
は
、
。
原
刻
本
が
一
応
二
部
存
す
る
の
を
含
め
、
台
北

の
中
央
図
書
館
ハ
北
平
〉
に
四
、
天
理
図
書
館
に
二
、
北
京
図
書
館
に
一

本
、
ご
く
明
初
ま
で
の
修
の
善
本
が
存
す
る
。

中
央
図
書
館
の
善
本
書
目
に
は
、
ま
ず
明
の
南
京
因
子
監
ニ
十
一
史
本

と
し
て
用
い
ら
れ
た
四
部
が
列
挙
さ
れ
、
そ
こ
に
は
全
ニ
二
五
巻
釈
音
二

五
巻
の
完
本
も
あ
る
が
、

じ
く
四
部
、
が
す
べ
て
非
常
に
善
本
で
あ
る
が
、
全
巻
を
具
備
す
る
も
の
は

一
二
五
頁
に
移
っ
て
旧
北
平
本
に
な
る
と
、
同

』

』

隔

、

A
V

ふん
L
Vこ

の
四
部
の
う
ち
、
第
一
の
も
の
が
原
刻
本
で
あ
り
、
他
は
い
ず
れ
も

ほ
ぼ
同
期
の
元
末
明
初
修
本
で
あ
る
か
ら
、
以
下
、
こ
の
善
本
書
目
著
録

の
順
に
採
り
あ
げ
る
こ
と
に
す
る
。

存

-L・
/ .... 。
巻

/ーー.......__
1 1 1七巻

二九三上一
五一0・t

・̂三
‘一一二四
釈九三 1・
音八二八四
巻 11七二
九二一・ t
(0五九四
二二二七七
五・

二一一五
O大O一
八三01
1 1 1七

一六一下
回四二・
.・・七

二六二下
マ三七01
、、ーー---

元
大
徳
二
。
年
建
康
路
儒
学
刊
、

六
六
冊

首
目
・
本
紀
は
ま
っ
た
く
欠
け
、
志
一
か
ら
存
し
て
、
-
志
・
表
・
伝
・

釈
音
は
と
き
に
欠
巻
は
あ
る
も
の
の
、
と
も
か
く
一
六

O
巻
を
擁
す
る
。

こ
れ
が
す
べ
て
原
刻
本
で
あ
っ
て
補
刻
は

文園
閣子
i官監
i書崇
掌護借

f者損読
l不壊者
i許閥必
I.JIJ(夫須
~~典受

皆
無
で
あ
り
、
各
冊
首
尾
に
必
ず
下
の
よ

う
な
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
印
面
は
鮮
明

で
、
ま
こ
と
に
珍
重
す
ー
ベ
き
本
で
あ
る
。
た
だ
し
、
料
紙
が
竹
葉
ら
し
い

も
の
を
含
ん
で
い
か
に
も
弱
く
、
四
周
の
破
損
は
甚
し
い
。
粘
葉
装
の
た

め
に
印
面
に
は
さ
ほ
ど
及
ん
で
い
な
い
が
、
版
心
の
部
分
は
影
響
を
受
け

て
い
る
。
保
管
の
状
態
も
必
ず
し
も
適
切
で
な
く
、
今
後
の
保
存
に
不
安

を
禁
じ
え
な
い
。
そ
の
た
め
、
巻
一

O
六
t
一
一
五
・
巻
二
二
五
下
と
釈

文
一
七
巻
の
閲
覧
は
遠
慮
さ
せ
ら
れ
た
が
、
む
し
ろ
こ
れ
は
当
然
で
あ
っ
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て
、
封
特
蔵
組
長
ら
に
最
優
先
の
裏
打
補
修
を
要
望
し
た
が
、
良
い
技
術

者
が
い
な
い
た
め
に
、
む
し
ろ
明
版
か
ら
補
修
に
着
手
し
、
宋
元
版
は
鷹

賭
し
て
い
る
と
い
う
残
念
な
話
で
あ
っ
た
。

さ
て
、
こ
の
本
の
装
訂
は
褐
色
表
紙
(
三
ニ
・
九
×
一
九
・
九
円
ン
)
、
「
唐

書
十
一
之
十
四
礼
楽
志
」
の
よ
う
な
墨
筆
題
祭
を
貼
り
、

粘
葉
装
で
あ
る
。

多
く
の
巻
に
、

一
巻
ご
と
の
葉
数
を
記
し
た
挿
紙
が
あ
る
。

「
京
師
図
書

/
館
収
蔵
之
印
」
。

巻
一
を
欠
く
の
で
、
匡
郭
・
版
心
等
に
つ
い
て
は
次
に
記
し
、
刻
工
名

に
つ
い
て
も
後
に
一
括
し
て
揚
げ
る
。

存

_.__ 
ノ、

巻
"圃岡、
二九一
O六 t
二・四
t一六
二0・
0凶五
七 t五

一七六
回・
t一七
二三O
-0下
六 ll 
.一七
二七二

一・七
下一六
t八 t
二一八

五一-
九八
六九

、-〆

元
大
徳
二
年
建
康
路
儒
学
刊
〔
元
末
明
初
〕
修

二
七
冊

中
央
図
書
館
善
本
書
目
に
は
存
一
六

O
巻
と
あ
り
、
下
巻
だ
け
の
存
在

を
ど
う
数
え
た
か
に
疑
問
も
あ
る
が
、
明
ら
か
に
一
六
三
巻
と
認
め
ら
れ

る
の
で
、
標
記
は
通
巻
数
次
を
示
し
た
が
、
こ
こ
に
同
目
録
通
り
の
紀
志

表
伝
別
の
存
巻
次
を
も
提
示
し
て
お
く
。

紀
一

t
一
O

志
一

1
三
六
・
四
五

t
五
O

表
一

t
六
・
一

O
下

t
一一一

伝
一

t
六
・
一
四

t
一
二
・
二
九

t
四
二
・
五
五

t
九
八
・
一

O
六

t
一
一
一
一
・

-
二
七

t
ご
三
了
一
コ
一
九

t
一
四
一
・
一
四
六
下

t
一五

O

暗
藍
色
表
紙
(
三

O
×
二

0
・
八
今
)
、
「
唐
書
志
第
十
純
第
十
巻
」
の
よ
う

な
墨
筆
題
簿
。
た
だ
し
、
第
一
・
二
冊
は
新
補
紺
色
表
紙
で
裏
打
補
修
。

首
に
嘉
祐
五
年
骨
公
亮
の
進
新
唐
書
表
と
唐
書
目
録
が
あ
り
、
「
本
紀

第
一
(
隔
七
格
〉
唐
書
ご
と
題
し
、
欧
陽
修
奉
勅
撰
の
長
い
街
名
が
あ
っ

て
、
本
文
に
入
る
。
左
右
双
辺
ハ
ニ
ニ
・
ご
×
一
五
円
ン
)
、

一
O
行
ニ
ニ
字
。

版
心
は
白
口
で
、
と
き
に
字
数
を
刻
し
、
双
魚
尾
の
聞
に
「
唐
書
巻
ご

の
よ
う
に
題
し
、
下
方
に
丁
付
と
と
き
に
刻
工
名
を
記
す
。
唐
書
釈
音
は

な
く
、
嘉
祐
五
年
の
中
書
劉
子
が
巻
末
に
附
刻
さ
れ
て
い
る
。
稀
に
、
比

較
的
か
た
ま
っ
た
形
で
元
末
明
初
、
お
そ
ら
く
は
明
初
の
補
刻
葉
が
あ
り
、

そ
れ
が
と
き
に
線
黒
口
で
あ
り
、
そ
の
多
く
は
宇
様
か
ら
識
別
で
き
る
が
、

や
や
不
明
確
の
場
合
も
前
掲
の
原
刻
本
と
の
対
比
で
確
認
で
き
る
。
巻
九

八
t
一一

O
に
は
補
刻
葉
が
集
中
し
、
お
そ
ら
く
全
葉
が
そ
う
で
あ
ろ
う

と
み
ら
れ
る
巻
も
少
か
ら
ず
あ
る
。

巻
一
第
六
・
八
・
九
・
一
二
葉
、
巻
玉
第
七
葉
な
ど
が
欠
葉
。

目
録
末
に
「
余
住
冶
城
之
日
市
紙
命
工
就
成
均
印
漢
書
並
此
書
全
是
書

綴
四
十
峡
/
予
章
清
宇
黄
圭
中
志
」
と
あ
る
の
を
は
じ
め
、
巻
ニ
下
と
巻

四
末
に
「
清
宅
道
人
黄
彦
直
圭
中
識
」
、

や
は
り
巻
二
下
の
尾
に
「
余
住

冶
城
自
得
是
書
綴
為
四
十
冊
清
宇
道
者
志
」
と
の
識
語
が
書
入
れ
ら
れ
て

い
る
。
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存
一

O
O巻

葉釈二四三巻
・音 t五・一
巻巻二・九1
二一0一二七
四一六五~ . 
第末・一九二
一一二 t六一
葉葉一一・ t
~O六一三
巻1五弓0

5--t五
四七一三

警ニ t玉よ
コ二一・ 0・---rーー-. 
第τ天四六
一二・ O八

四四八一七
三
二
冊

元
大
徳
二
年
建
康
路
儒
学
刊
〔
元
末
明
初
〕
修

紺
色
表
紙
(
一
ニ
四
・
九
笠
二
・
七
村
ン
)
、
「
唐
書
紅
一
4
之
四
」
の
よ
う
な

墨
筆
題
簿
、
粘
葉
装
。

進
新
唐
書
表
と
唐
書
目
録
が
あ
っ
て
、
本
文
に
入
る
。

つ
ま
り
、
こ
の

後
の
印
本
に
誤
っ
て
混
入
し
て
い
る
よ
う
な
霊
謙
の
践
な
ど
は
な
い
。

宋
の
董
衝
の
唐
書
釈
音
二
五
巻
は
、
目
録
の
存
九
巻
の
他
に
、
前
後
に

零
葉
が
四
葉
だ
け
存
す
る
。

目
録
か
ら
し
て
明
初
と
思
わ
れ
る
補
刻
が
数
葉
あ
り
、
版
面
が
欠
損
し
、

ま
た
埋
木
を
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。
第
二
本
(
存
一
六

O
巻
二
七
冊
〉
と

比
較
し
た
と
こ
ろ
、
補
刻
葉
は
も
ち
ろ
ん
、
匡
郭
や
文
字
の
版
木
の
損
傷

も
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
っ
て
、
非
常
に
近
接
し
た
時
期
の
印
本
と
思
わ
れ

る
が
、
欠
葉
が
よ
り
多
く
、
な
か
に
は
両
本
と
も
欠
け
る
葉
も
あ
る
が
、

前
者
の
原
刻
葉
が
こ
の
本
で
は
失
わ
れ
て
い
る
場
合
も
少
く
な
く
て
、

さ
さ
か
後
印
で
あ
る
こ
と
を
思
わ
せ
る
。

レ、

存

五
巻

四六一O巻
t九二下一
二・六 t五
二一一t七 t
一七一五二

九三・三
t二八上

釈ー・八・
音九-~二
巻五三一六
一・八O~
ニ-~五四
t九一・九
二九四一・
五・二一六
ニ.0因。-~ ~ 
O六一六
.ニ二九

0ー・七

元
大
徳
二
年
建
康
路
儒
学
刊
〔
元
末
明
初
〕
修

四
九
冊

暗
藍
色
表
紙
会
一
七
三
一
一
丁
九
付
ン
〉
、
「
唐
書
目
録
」
の
よ
う
な
墨
筆

題
簿
、
粘
葉
装
。

進
新
唐
書
表
に
次
い
れ
で
、
後
漢
書
と
同
じ
大
徳
九
年
の
雲
謙
の
践
が
続

き
、
そ
し
て
前
掲
の
戚
明
瑞
の
序
と
列
街
と
が
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
序

と
官
衡
を
持
つ
本
は
、
お
そ
ら
く
現
存
唯
一
で
あ
る
う
と
思
わ
れ
る
。
巻

末
に
嘉
祐
五
年
の
進
呈
官
衝
と
中
書
割
子
が
あ
る
。
旧
京
書
影
は
多
分
こ

の
本
か
ら
曾
公
亮
の
上
表
の
第
二
葉
裏
〈
別
)
・
雲
謙
践
の
第
二
葉
表

(
加
)
・
礼
楽
志
九
第
一
葉
表
(
別
)
を
影
印
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
明

の
南
監
二
十
一
史
本
に
も
含
ま
れ
て
い
る
も
の
の
ー
そ
の
多
ぐ
は
補
刻
で

あ
る
。
と
く
に
雲
謙
の
肢
は
、
こ
の
本
お
よ
び
旧
京
書
影
に
は
金
錆
と

い
う
刻
工
名
が
明
記
さ
れ
て
い
る
が
、
南
監
本
に
は
そ
れ
が
な
く
、
恭
仁

山
荘
善
本
書
影
の
も
の
に
も
な
く
、
字
様
も
明
ら
か
に
異
ヴ
て
い

τ、
明

嘉
靖
ご
ろ
の
補
刻
と
し
か
思
え
な
い
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
し
て
も
後
漢

書
の
践
が
明
初
に
は
唐
書
の
方
に
移
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、

当
の
後
漢
書
は
や
は
り
旧
北
平
図
書
館
蔵
本
の
存
四
ニ
巻
一
四
冊
が
一
部
、
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現
存
す
る
ば
か
り
で
あ
る
が
、
巻
首
お
よ
び
巻
尾
を
欠
い
て
い
る
せ
い
も

あ
っ
て
、
こ
の
序
践
は
附
い
て
い
な
い
。

前
掲
本
と
同
じ
く
明
初
の
補
刻
が
あ
り
、
ほ
ぼ
近
い
時
期
の
印
行
と
思

わ
れ
る
。

「
京
師
図
書
/
館
収
蔵
之
印
」
。

右
の
四
本
を
通
じ
て
、
刻
工
名
は
単
宇
の
も
の
が
多
く
、
姓
名
を
録
す

る
も
の
は
こ

O
名
ほ
ど
に
す
ぎ
な
い
が
、
次
に
こ
れ
ら
を
表
示
す
る
。
む

ろ
ん
第
一
本
に
は
な
い
が
、
補
刻
は
元
末
か
ら
お
そ
ら
く
は
明
初
に
入
つ

て
か
ら
の
者
で
、
主
な
者
は
前
稿
の
南
北
史
な
ど
と
共
通
し
、
南
京
国
子

監
の
命
に
よ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
原
刻
刻
工
の
な
か
に
、
括
蒼
の
地
名
を
冠
す
る
翁
氏
が
二
名
い
る
。

括
蒼
は
翫
江
省
南
部
の
麗
水
の
東
南
方
で
、
こ
こ
か
ら
杭
州
、
建
陽
、
北

史
を
担
当
し
た
信
州
路
の
上
鏡
な
ど
て
い
ず
れ
も
ほ
ぼ
等
距
離
に
な
る
。

両
翁
以
外
の
刻
工
も
す
べ
て
こ
の
地
の
者
で
あ
る
と
は
考
え
な
い
が
、
建

康
路
(
江
寧
〉
担
当
の
唐
書
に
遠
い
括
蒼
の
刻
工
が
使
わ
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
は
、
刊
地
と
刻
工
の
居
住
地
と
を
安
易
に
結
び
つ
け
て
は
な
ら
な

い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

3
t辰
卯

4
中
成

5
玉
泉

9
B
附
栄

挑
徳
昌

施
恵

括
蒼
翁
勝
実

翁
舜
卿

ぉ
徳
昌

6
伸
文

胡
勝

日
陳
相

8
周
皇

茂
之

陳
掴

孟
文

於
世
栄

目
指
蒼
翁
清
隠

陳
寿

陶
桂
岩

人

之

子

子

タ

万

、

.
L
B
仁

公

天

中

介

文

木

包

古

正

玉

永

存

共

成

羊

呉

秀

李

良

肖

孟

沈

周

於

東

食

挑

奨 洪

茂

茅

翁

張

陳

陶

堅

骨

勝

菜

楊

誠

買

栄

鄭

禁

震

(
以
上
原
刻
刻
工
)

4
巴
友

江
厚

何
敬

王
仏
生
5
付
庚

呉
玉

季
七
十
日
張
伯
勿

呉
睡

王
安

伯
)11 

8
周
東
山

周
春

周
鼎
華

張
広

張
広
祖

章
良
之

趨
伯
川
日
劉
子
和
国
戴
添
与

越
}II 

郭
生

6
朱
大
存

朱
禾

朱
伯
禾

呉
栄

沈
中
民

張
伯
穣

張
完
名

ロ
黄
道
正
日
楊
成

葉
就

丁

弓

之

子

川

山

仁

云

中

元

文

月

主

木

付

自

民

丙

楊

鼎

寿

禾

存

羊

呉

宋

目

走

谷

沈

宗

孟

易

是

嫡

孫

曹

集

焦

(
以
上
補
刻
刻
工
)

右
の
中
央
図
書
館
の
北
平
本
四
部
が
、
そ
れ
ぞ
れ
残
本
で
は
あ
る
も
の

の
、
か
な
り
残
巻
の
多
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
四
本
に
す
べ
て
共
通
し
て
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存
す
る
巻
も
あ
る
が
、

な
お
巻
四
九
下
・
五

O
(志
三
九
下
・
四

O
)
・

八
八
(
伝
二
ニ
〉
の
三
巻
は
欠
巻
と
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
わ
が
天
理
図
書
館
に
、
や
は
り
明
初
修
と
み
ら
れ
る
こ
れ

ら
に
次
ぐ
善
本
が
ニ
部
あ
る
。

一
ば
惜
し
む
ら
く
は
三
巻
一
冊
を
欠
く
が

ほ
ぼ
全
巻
本
で
あ
り
、
も
う
一
は
零
本
一
巻
と
極
端
で
あ
る
が
、
前
者
に

北
平
本
の
欠
く
三
巻
は
存
す
る
O
F

た
だ
守
志
四

O
が
四
葉
)
伝
一
三
は
二

葉
を
欠
く
の
が
残
念
で
は
あ
る
。

存
ニ
ニ
ニ
巻
l

(

欠
巻
四
四
l
四
六
志
三
四
三
一
六
)
釈
音
二
五
巻

元
大
徳
二
年
建
康
路
儒
学
刊
〔
明
初
〕
修

後
印

一O
O冊

j

第
一
二
、
冊
、
選
挙
志
上
下
と
百
官
志
一
を
欠
く
。
後
補
水
色
表
紙
(
二

八
・
六
×
一
九
・
一

H
J
、
槻
装
。
釈
音
二
五
巻
宋
董
衝
撰
を
具
え
、
首

に
進
新
唐
書
表
、
ー
本
文
末
に
同
じ
く
嘉
祐
五
年
の
進
呈
官
衡
が
附
く
。

補
刻
刻
工
は
北
平
三
本
よ
り
増
え
て
お
ら
ず
1

原
刻
葉
も
か
な
り
残
つ

て
い
て
、
同
じ
く
明
初
の
修
本
と
み
て
よ
い
。
し
か
し
、
版
面
の
摩
滅
は

か
な
り
進
み
、
補
写
葉
が
一

O
Oを
軽
く
越
え
る
か
ら
、
印
行
は
か
な
り

降
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
唐
書
の
南
監
本
に
は
、
成
化
一
八
年
(
一
四
八

O
)
と
弘
治
三
年

(
一
四
九
O
)
の
補
刊
記
を
4

も
つ
葉
が
あ
る
が
、

こ
の
本
に
は
こ
の
両
年

の
補
刻
は
み
え
な
い
か
ら
、
成
化
一
八
年
直
前
の
印
行
に
な
っ
た
も
の
で

あ
ろ
う
。
北
平
三
本
の
補
修
よ
り
は
八
、
九
O
年
を
経
て
い
る
と
み
て
よ

く
、
嘉
靖
の
大
補
修
ま
で
は
な
お
三
、
四

O
年
の
期
間
が
あ
る
。

本
紀
・
列
伝
の
一
部
に
朱
句
点
・
圏
点
・
傍
点
が
附
け
ら
れ
、
眉
上
に

墨
筆
で
注
記
・
評
語
の
類
が
記
入
さ
れ
た
場
合
が
稀
に
あ
る
。

蔵
印
は
、
「
項
子
京
/
家
珍
蔵
」
「
項
墨
林
父
/
秘
蔵
之
印
」
「
墨
林
/
秘

玩
」
、
「
朱
〆
十
」
「
葬
/
尊
」
ハ
阜
、
「
呉
氏
/
観
光
」
「
呉
氏
/
珍
蔵
」
ハ
陰
)

「
呉
印
/
藻
光
」
「
恭
甫
/
呉
寿
/
齢
印
」
富
)
「
呉
寿
/
齢
印
」
「
寿
/
齢
」

(
陰
〉
「
仲
勤
〆
次
賞
」
「
呉
氏
/
家
蔵
」
「
恭
/
父
」
「
叙
心
賞
」
「
平
生
/
真

賞」
i

「
子
/
経
」
「
曹
印
/
禎
駿
」
「
在
七
銭
/
胎
字
孫
/
書
画
記
」
「
檎
/

李
人
」
ハ
円
)
等
が
あ
る
。

零
本
(
存
巻
九
五
高
賃
列
伝
二
O
)

〔
明
初
〕
修

冊

高
倹
・
費
威
両
一
族
の
列
伝
一
巻
、
わ
ず
か
二
一
葉
の
零
本
で
あ
る
が
、

全
葉
、
原
刻
で
あ
る
。
し
か
し
、
北
平
各
本
は
も
と
よ
り
、
前
掲
の
成
化

直
前
印
本
も
こ
の
巻
に
は
補
刻
が
な
か
っ
た
。
こ
の
一
巻
は
た
し
か
に
原

刻
本
で
あ
る
が
、
版
面
の
状
況
か
ら
み
て
、
僚
巻
も
す
べ
て
そ
う
で
あ
っ

た
と
は
と
て
も
考
え
ら
れ
ず
、
北
平
本
を
実
査
し
た
あ
と
、
再
び
天
理
へ

赴
い
て
確
認
し
た
の
で
あ
る
が
、
明
初
修
・
明
初
印
本
の
う
ち
の
一
巻
と

考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
や
は
り
原
刻
本
と
称
す
る
の

は
ふ
さ
わ
し
く
な
く
、
〔
明
初
〕
修
と
標
示
し
た
。
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他
の
目
録
・
書
誌
類
で
は
現
南
京
図
書
館
の
江
南
図
書
館
善
本
書
目
お

よ
び
江
蘇
省
立
図
書
館
覆
校
善
本
書
目
で
は
、
釈
音
を
含
め
て
全
巻
を
具

備
し
(
有
欠
葉
)
、
五

O
冊
。
「
元
大
徳
建
康
路
刊
本

有
雲
間
妻
子
図
書

一
印
」
と
あ
る
が
、
善
本
蔵
書
書
室
志
著
録
本
は
、
釈
音
と
こ
の
印
の
存

在
に
触
れ
ず
、
戚
明
瑞
の
序
と
禁
制
尻
島
一
一
一
名
の
官
衡
の
あ
る
こ
と
を
い

い
、
同
一
本
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
や
は
り
原
刻
本
と

称
す
る
の
は
ふ
さ
わ
し
く
な
く
、
〔
明
初
〕
修
と
標
示
し
た
。

後
補
紺
色
表
紙
(
二
七
×
一
七
・
七
判
ン
)
、
外
題
は
「
元
実

唐
書
九
十

五
巻
」
と
朱
書
、
槻
装
。
「
天
理
図
/
書
館
蔵
」
印
。

北
京
図
書
館
善
本
書
目
に
は
「
元
刻
本
」
と
称
し
て
「
建
康
路
儒
学
」

と
は
明
記
さ
れ
な
い
も
の
が
二
部
、
ほ
ぼ
次
の
よ
う
に
著
録
さ
れ
て
い
る
。

二
二
五
巻
目
録
ニ
巻
元
刻
本
雀
一
六
五
配
清
影
元
抄
本
)

一
八

O
冊

存

四
巻

八一合
・四会
二八二

2二Q
t四己
二九
0・元
九一言明j
配五明
~-修
-!本
7C-〆「
刻五巻
本五一
........0 
一四

一七 t

♀了二
川一八

七・
四一

一五
七 t

t四
一四
七・

前
者
は
模
写
の
一
巻
を
除
い
て
元
刻
本
で
あ
る
と
い
う
が
、
建
康
路
儒

学
刊
本
で
あ
る
か
疑
問
な
の
は
、
そ
の
目
録
は
玉

O
葉
あ
る
が
、
上
下

巻
に
は
分
た
れ
て
は
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
南
宋
紹
興
刊
本
(
い

わ
ゆ
る
嘉
祐
刊
本
)
な
ど
に
み
ら
れ
る
形
式
で
あ
る
が
、

一
巻
を
二
分
冊

に
す
る
場
合
が
な
い
と
は
い
え
な
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
実
査
し
な
い
限

り
な
ん
と
も
い
え
な
い
。

後
者
も
同
じ
で
、
元
刊
本
の
種
類
は
ご
く
少
い
か
ら
、
元
刻
明
修
本
か

補
配
の
男
一
元
刻
本
の
い
ず
れ
か
は
、
建
康
路
儒
学
本
と
し
か
考
え
ら
れ

為、、
.
o

J
J

・-vし
か
し
、
唐
書
の
元
刊
本
は
、

い
ま
の
と
こ
ろ
は
他
に
南
宋
中
期
建
安

貌
仲
立
宅
刊
本
を
元
の
天
暦
二
年
(
一
三
二
九
)
に
覆
刻
本
し
た
も
の
し

か
知
ら
れ
て
お
ら
ず

(
宋
刊
新
唐
書
に
つ
い
て
)
、
私
は
お
そ
ら
く
そ
れ

以
外
に
刊
刻
さ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
と
推
定
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
こ
の
本
の
目
録
は
ニ
巻
に
分
れ
て
い
る
か
ら
、
前
者
は
あ
る

い
は
こ
れ
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
で
あ
る
と
し
た
ら
、
こ
の
本
は

静
嘉
堂
文
庫
・
大
垣
市
立
図
書
館
・
大
倉
文
化
財
団
(
集
古
館
〉
等
の
蔵

す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
覆
宋
本
で
あ
る
だ
け
に
と
か
く
宋
刊
本
と
さ
れ

が
ち
な
の
を
、
北
京
目
録
が
元
刻
と
し
た
の
は
卓
見
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な

い
。
大
垣
・
大
倉
本
は
明
の
宣
徳
一

O
年
ま
で
逓
修
さ
れ
て
い
る
か
ら
、

元
刊
明
修
本
で
あ
る
し
、
ま
た
建
康
路
儒
学
本
も
明
南
監
で
そ
の
二
十
一

史
に
用
い
ら
れ
た
か
ら
、
ま
っ
た
く
同
様
の
標
記
が
で
き
る
。
し
た
が
つ

て
、
後
者
は
、
ど
ち
ら
が
ど
ち
ら
か
わ
か
ら
な
い
が
、
こ
の
両
本
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
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す
で
に
詳
述
し
た
通
り
(
捌
踊
一
諮
問
桁
雑
一
一
ゲ
ト
史
4
わルコ)、

南
京
国
子
監
で
は
嘉
靖
八

t
一
0

2
五
二
九

t
一
一
二
〉
年
に
諸
版
を
大

さ
て
、

明
の

補
修
し
て
二
十
一
史
を
整
え
、

し
き
り
に
印
行
し
た
が
、

唐
書
に
は
晋

書
・
惰
書
・
南
史
・
北
史
・
五
代
史
と
と
も
に
、
元
の
大
徳
路
儒
学
刊
本

に
用
い
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
万
暦
二

t
二
五
年
に
、
宋
版
の
い
わ
ゆ
る
眉

山
七
史
や
こ
れ
ら
元
大
徳
本
は
、
ほ
と
ん
ど
新
刻
の
版
に
切
換
え
ら
れ
た

が
、
晋
書
と
唐
書
だ
け
は
、
清
の
嘉
慶
一

O
(
一
八

O
五
)
年
に
二
十
一

史
の
版
本
が
す
べ
て
焼
失
し
、
南
監
二
十
一
史
が
終
需
を
告
げ
る
ま
で
、

大
徳
以
来
、
実
に
五

0
0年
間
、
補
刻
に
補
刻
を
重
ね
て
印
行
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
清
代
の
印
本
な
ど
は
わ
ず
か
に
原
刻
葉
を
残
す
だ

一
葉
ご
と
に
匡
郭
の
大
き
さ
、
宇
様
そ
の
他
を
異
に
し
、
本

文
に
も
誤
り
を
多
く
含
む
が
、
お
そ
ら
く
唐
書
に
施
さ
れ
た
補
刻
の
回
数

け
で
あ
り
、

は
こ

O
に
も
及
ぶ
で
あ
ろ
う
。

い
ま
わ
が
国
の
主
な
図
書
館
と
台
北
の
中
央
図
書
館
蔵
本
に
つ
い
て
、

補
刊
年
記
が
版
心
に
明
記
さ
れ
て
い
る
も
の
を
、
そ
の
下
限
に
よ
っ
て
表

示
す
る
。

明
成
化
一
八
・
弘
治
三
年

嘉
靖
八
・
九
・
一

0
・
二
一
年

五
O
冊

内

閣

五
O
冊

東
文
研

八
日
欄
写
巻
七
八
・
七
九
、
欠
釈
音
)

(
存
一
七
六
巻
)

六
四
冊

六
八
冊

(一錦一
4
J
主
計
目
・
佐
一
↑
.
ト
畑
一
↑
-
.
一
忠
一
一
一
D
)
f

六
O
冊

一
七
年

万
暦
四
年六七六

年年

三
七
年

四
五
年

天
啓
四
年

(
欠
釈
育
者
〉

(・欠巻一
J
E
六
)

¥
欠
巻
七
t
一0
・一

O
一I
一O
J

一
六
・
一
四
五
・
一
五
一
・
一
九
一
-

/
t
二
O
ニ
・
一
一
三
一
t
-
一
一
五
、

五
O
冊

五
O
冊

六
O
冊

四
八
冊

五
O
冊

六

O
冊

四
五
冊

五
O
冊

(酬膿…一小一単一一山間一割嘉
)
r
四

O
冊

、、

「欠巻一
t
一0
・
七
二
下
t
J

F

七一ニ・一

o
t
一
五
一
」

清
順
治
一
五
・
二
ハ
年

崇
禎
一
・
ニ
・
三
・
七
・
一

0
・

二

年

五
O
冊
-
内

四

O
冊

五
O
冊

三
二
冊

三
九
冊

四
四
冊

東中書
陵
部

内中中中都
中
央

都
中
央

蓬内

閣

京
大
図

京
大
図

人
文
研

静
嘉
堂

人
文
研

大

洋央閣央央央左
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康
照
五
・
ニ

O
年

(
欠
釈
音
〉

四
二
冊

(
欠
巻
一

t
六

O
)

ニ
七
冊

三
九
年

五
四
冊

薙
正
七
年

回全四
四八八

冊11冊

四
四
冊

乾
隆
五
五
年

四
八
冊

東
文
研

書
陵
部

内

閣

国

A 
3弐

静
嘉
堂

東
文
研

内

閣

こ
の
ほ
か
に
目
録
上
で
は
、
北
京
図
書
館
に
は
前
述
し
た
よ
う
に
、

「
男
一
元
刻
本
」
を
含
む
明
修
本
存
ニ
ニ
四
巻
一
二

O
冊
が
あ
っ
た
が
、

れ
ず
、
さ
ら
に
左
の
よ
う
な
も
の
が
見
ら
れ
る
。

あ
る
い
は
明
修
は
嘉
靖
な
い
し
は
そ
れ
以
後
に
及
ぶ
も
の
で
あ
る
か
も
知

明
補
版
本

上
海
図
書
館

配

四
八
冊

新
唐
書
二
二
五
巻
釈
音
二
五
巻
雑
刊
配
本
ハ
抄

『
江
蘇
第
一
図
書
館
覆
校
善
本
書
目
戸

戸
江
蘇
省
立
国
学
図
書
館
図
書
総
目
」

明
南
監
二
十
一
史

嘉
靖
修
本
の
ご
く
一
部
の
版
心
上
象
鼻
に
、
明
の
成
化
一
八
年
(
一
四

八
二
〉
と
弘
治
三
年
(
一
五

O
八
〉
の
補
刊
年
記
の
あ
る
葉
が
あ
る
。
た

だ
し
、
こ
の
と
き
の
印
本
は
伝
存
せ
ず
、
嘉
靖
八

t
一
O
(
二
一
)
年
修

本
に
み
え
る
。

成
化
一
八
年
の
修
葉
は
比
較
的
多
く
、
弘
治
の
も
の
は
少
い
が
、
い
ず

れ
も
そ
の
下
象
鼻
に
ほ
と
ん
ど
版
下
抄
手
ら
し
い
監
生
の
名
が
刻
さ
れ
て

い
る
r

概
し
て
一
部
の
前
半
に
は
、
「
野
誠
一
語
一

上
」
の
よ
う
な
形
式
で
、

お
そ
ら
く
右
側
に
書
写
者
、
左
に
校
対
者
、
そ
し
て
下
方
日
航
荘
一
ぶ
砧
)

が
刻
工
の
名
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
後
半
で
は
、
右
側
の
版
下
抄
手

名
だ
け
の
場
合
が
多
く
な
り
、
そ
れ
に
し
ば
し
ば
刻
工
名
ら
し
い
も
の
が

つ
く
。
こ
れ
ら
一
一
、
三
人
の
組
合
せ
は
わ
り
に
共
通
し
て
い
る
か
に
み
え

る
が
、
や
は
り
い
ろ
い
ろ
あ
る
か
ら
、

版
下
抄
手
ハ
以
上
左
〉
、

一
応
、

対
校
者
ハ
以
上
右
〉
、
刻
工
名
(
下
)
と
分
け
て
左
に
掲
げ
る
こ
と
に
す

る
。
前
二
者
に
は
ほ
と
ん
ど
「
監
生
」
の
二
次
が
冠
せ
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
こ
で
は
省
略
す
る
。

何
清

新
昌
李
弼

在
鑑

広
信
食
廷
桔

胡
泉

周
昨
昌

食
廷

徐
英

徐
譲

徐
譲
寸

曹
広

陳
成
章

簡?陶
玉玉
寸

陳
章

摩
晋

謝
遂

摩
繕

車
塞

(
以
上
右
)

田
方

李
宮

徐
郁

張
仕

骨
伯

骨
伯
中

黄
慶

震

鄭
碕

(
以
上
左
)

上

太

子

王
玉

方

JL' 

対

甫

冠

王
珍

カミ

名

肖
御

木

其

(
以
上
下
)

呉

叙

志

呉
噴

禾

珍

寸
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弘
治
三
年
の
補
写
葉
の
不
象
鼻
に
は
、
と
き
に
や
は
り
版
下
抄
手
で
あ

ろ
う
者
の
名
が
四
あ
り
、
同
じ
く
「
監
生
」
の
二
字
を
冠
し
て
い
る
。

呉

用

行

孫

恵

孫
魯
'
ん
羅
辺

次
で
、
嘉
靖
八
・
九
・
一

O
入
叶
二
一
)
年
に
わ
た
る
大
補
修
を
も
っ

て、
i

南
監
二
十
一
史
が
整
備
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
以
後
、
明
代
は
も

と
よ
り
、
清
の
康
照
・
薙
正
・
乾
隆
に
い
た
る
ま
で
、
ま
た
こ
の
唐
書
に

は
発
見
で
き
な
か
っ
た
が
、
・
こ
と
に
よ
る
と
嘉
慶
二
年
ま
で
、
た
び
重
な

る
補
刻
が
重
ね
ら
れ
た
の
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
前
に
表
示
し
た
通
り
で

あ
る
。
嘉
靖
の
刻
工
は
南
北
史
等
占
ほ
ぼ
共
通
し
、
す
で
に
提
示
し
た
者

が
大
半
で
あ
り
)
そ
れ
以
後
の
刻
工
あ
る
い
は
捕
者
も
、
こ
こ
で
は
と
く

に
必
要
と
思
え
な
い
か
ら
省
略
す
る
。

五

代

史

記

欧
陽
修
の
五
代
史
記
は
、
た
と
え
ば
宋
史
巻
三
一
九
の
同
伝
に
J

奉
詔
修
唐
書
紀
・
志
・
表
、
自
撰
玉
代
史
記
、
法
厳
詞
約
、
多
取
春

秋
遺
旨
。
蘇
紙
技
其
文
目
、

「
論
大
道
似
韓
愈
、
論
事
似
陸
費
、
記

事
似
司
馬
遷
、
詩
賦
以
似
李
白
。
」
識
者
以
為
知
言
。

ιl 

な
ど
と
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
き
わ
め
て
好
評
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
が

世
に
出
た
の
は
そ
の
残
後
で
あ
っ
た
。
郡
斎
読
書
志
(
衛
州
本
巻
五
・
嚢

州
本
巻
二
上
)
に
、

皇
朝
欧
陽
惰
永
叔
、
以
醇
居
正
史
繁
狼
失
実
、
加
修
定
、
蔵
子
家
。

永
叔
残
後
、
朝
廷
聞
之
、
取
以
付
因
子
監
刊
行

0

・

と
あ
り
、
そ
の
刊
刻
の
時
期
は
玉
海
巻
四
六
所
引
の
中
興
書
目
に
、

照
寧
五
年
八
月
十
一
日
、
詔
其
家
上
之
。
十
年
五
月
庚
申
、
。
詔
蔵
秘

閣

と
い
う
か
ら
、
一

O
年
(
一

O
七
七
〉
以
後
の
問
も
な
い
こ
ろ
で
あ
っ
流

で
あ
ろ
う
。

そ
の
北
宋
刊
本
の
伝
存
を
耳
・
に
し
た
C
と
は
な
い
が
、
お
そ
J

ら
く
そ
‘
の

覆
刻
本
か
と
思
わ
れ
る
南
宋
初
期
刊
本
が
一
部
だ
け
台
北
に
存
す
る
。

南
宋
初
期
刊
同
前
期
修
本

， 

七
四
巻

「
楠
写
巻
一
一
一
四
2
四
一
・
四
九
・
玄
J

F
0
・
五
五

t
五
七
計
二
ニ
巻
、

一

八

冊

中

央

図

書

館

蔵

〔
南
宋
初
期
〕
刊
〔
同
前
期
〕
修

中
国
訪
書
志
増
訂
本
四
六

O
頁
に
詳
説
さ
れ
る
。

後
補
紫
色
絹
表
紙
合
ニ

0
・
八
×
一
八
勺
)
、
金
譲
玉
装
、
原
料
紙
高
さ

二
五
ー
七
一
円
ン
。

首
の
陳
師
錫
の
玉
代
史
序
は
補
写
、
続
く
五
代
史
記
目
録
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も
首
七
葉
は
補
写
で
あ
る
。

本
文
首
葉
は
補
刻
で
あ
る
が
、
「
五
代
史
記
巻
第
一
/
富
一

0
8
欧
陽

{荷

撰
/
(
低
こ
ち
徐

注
/
梁
本
紀
第
ご
と
題
す
る
。
左
右

無
党

双
辺
三
六
・
八
×
一
一

H
J
、
有
界
一
二
行
、
行
二
一
、
よ
三
宇
・
注
文

小
字
双
行
二
四

t
二
七
字
。
版
心
白
口
・
単
魚
尾
・
「
史
本
紀
一
」
の
よ

う
に
題
す
る
。
丁
付
と
稀
に
刻
工
名
を
刻
す
る
。
原
刻
よ
り
補
刻
の
葉
が

多
く
、
巻
一
は
原
刻
四
に
補
刻
四
、
巻
ニ
は
一
と
四
、
巻
三
は
こ
と
二
、

巻
四
が
こ
と
六
と
い
っ
た
割
合
で
、
以
下
は
ほ
と
ん
ど
補
刻
葉
が
圧
倒
的

に
多
い
。

刻
工
名
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

A

M

W仇

H
円

M

1
由
民
主
舟
・

口
屠
適

日
陳
用

陳
忠

中

王

壬

用

亨

杷

件

記

言

周

孟

忠

胡

信

恭

梁

郎

連

陳

屠

華

機

適

(
以
上
原
刻
)

5
付
先

6
安
上

ロ
華
元

上

下

万

公

元

付

か

立

先

全

何

宗

奇

徐

夏

華

貴

黄

源

董

蒋

(
以
上
補
刻
)

避
講
欠
筆
は
、
玄
朗
敬
弘
殿
匡
胤
貞
の
各
字
に
行
わ
れ
て
い

る
と
さ
れ
る
。
中
央
図
書
館
の
李
清
志
氏
に
精
査
を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、

原
刻
葉
に
も
部
分
補
修
の
と
こ
ろ
に
昂
の
欠
画
が
存
在
す
る
と
い
う

ハ
巻
四
第
六
葉
末
行
)
。
前
述
の
通
り
、
五
代
史
記
が
欧
揚
修
の
遺
著
と
し

て
秘
閣
に
収
め
ら
れ
た
の
は
照
寧
一

O
年
で
あ
り
、
神
宗
の
在
位
は
そ
の

後
八
年
も
続
く
か
ら
、
そ
の
聞
に
開
版
さ
れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
い

ず
れ
に
し
て
も
南
宋
に
は
及
ん
で
い
な
い
し
、
行
格
も
北
宋
版
の
風
を
強

く
有
し
て
い
る
か
ら
、
北
宋
本
の
覆
刻
の
可
能
性
は
濃
い
。
そ
う
で
あ
っ

た
と
し
て
、
在
位
中
に
離
版
に
付
さ
れ
た
と
し
た
ら
、
北
宋
に
お
い
て
も

今
上
避
詩
が
行
わ
れ
た
一
つ
の
例
と
な
ろ
う
。
あ
る
い
は
部
分
と
い
え
ど

も
明
ら
か
に
補
刻
で
あ
れ
ば
、
次
代
以
降
に
行
わ
れ
た
欠
筆
で
も
あ
り
う

る
。
ま
た
、
補
刻
に
は
弦
鉱
朗
驚
譲
島
に
も
あ
る
と
さ
れ
る
が
、

こ
こ
に
も
南
宋
の
避
詳
は
み
ら
れ
な
い
。

補
写
が
か
な
り
あ
り
、
巻
三
四

t
四
二
第
三
葉
、
巻
四
九
・
五

0
・五

五
t
五
七
の
一
三
巻
余
と
、
巻
一
二
第
四
葉
、
巻
四
二
第
一

O
葉
、
巻
四

七
第
二
一
葉
、
巻
五
一
首
三
葉
、
巻
五
四
第
一

0
・
一
一
葉
、
巻
六
一
第

九
葉
、
巻
六
八
第
二
葉
、
巻
七
一
第
八
葉
、
巻
七
三
第
七
葉
、
巻
七
四
首

一
一
葉
な
ど
で
あ
る
。

蔵
印
は
「
古
家
館
」
〈
陰
)
「
東
宮
/
文
庫
」
、
「
楊
印
/
守
敬
」
ハ
陰
〉
「
星

吾
海
/
外
訪
得
/
秘
笈
」
、
「
雲
輪
閣
」
「
茎
孫
」
「
費
印
/
念
慈
」
(
陰
)
「
紀

懐
/
父
」
「
西
轟
/
経
眼
」
ハ
除
)
「
貴
池
劉
世
桁
鑑
蔵
経
籍
金
石
書
画
記
」

「
緊
学
/
書
蔵
」
「
聖
蹟
秘
笈
/
識
者
宝
之
」
「
宜
春
堂
」
(
附
)
「
葱
石
読
書

-139ー



記
」
(
陰
)
「
宋
本
」
「
伯
/
庚
」
(
開
)
と
多
く
、
楊
-q敬
が
わ
が
国
か
ら
購

得
し
た
こ
と
も
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
後
述
す
る
が
、
貴
池
劉
氏
が
一
九

一
一
年
に
影
印
し
て
い
る
。

日
本
人
の
校
字
書
入
の
附
築
も
あ
る
。

こ
の
本
は
私
も
閲
覧
し
て
そ
の
結
果
も
含
め
た
が
、
以
上
は
ほ
ぼ
中
国

訪
書
志
に
よ
っ
て
い
る
。
同
書
は
楊
氏
の
日
本
訪
書
志
に
「
此
書
開
巻
題

五
代
史
記
、
与
各
本
不
問
。
別
本
皆
有
曾
三
異
校
定
、
宋
嬰
欧
陽
居
士
集
、

亦
有
三
異
考
異
、
此
本
無
之
、
則
為
北
宋
質
無
疑
、
字
画
古
雅
、
鏡
有
欧

書
化
度
寺
筆
意
。
ー
問
有
補
刊
、
亦
端
正
、
不
者
相
其
紙
質
、
雄
是
明
代
所

印
、
然
不
害
、
為
宋
刻
佳
本
」
と
い
っ
て
北
宋
刊
本
と
し
た
の
を
、
刻
工

名
に
よ
っ
て
南
宋
初
期
刊
本
と
訂
し
た
。
す
な
わ
ち
、
原
刻
の
棟
忠
・
陳

用
、
補
刻
の
華
元
・
付
先
が
、
い
ず
れ
も
南
宋
初
期
(
紹
興
中
〉
な
い
し

前
期
刊
と
認
め
ら
れ
る
史
記
集
解
・
明
州
刊
文
選
・
臨
川
先
生
文
集
・
自

氏
六
帖
事
類
集
〈
天
理
図
書
館
蔵
本
〉
・
越
刊
八
行
本
周
礼
疏
・
准
南
路

転
運
司
刊
史
記
・
新
唐
書
・
思
漢
版
蔵
経
に
み
え
る
か
ら
で
、
南
宋
初
期

刊
・
同
前
期
修
か
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

先
に
新
唐
書
の
い
わ
ゆ
る
嘉
祐
刊
本
が
、
直
斎
書
録
解
題
や
建
炎
以
来

繋
年
要
録
等
に
よ
っ
て
、
紹
興
七
年
ご
ろ
に
湖
州
思
襟
円
覚
蔵
経
の
余
板

を
も
っ
て
、
玉
代
史
記
と
と
も
に
刊
刻
さ
れ
た
こ
と
を
証
し
た
(
宋
刊
新

唐
書
に
つ
い
て
〉
。

こ
の
玉
代
史
記
も
唐
書
と
一
人

(
補
刻
葉
だ
が
年
代

差
は
小
さ
い
)
、
思
漠
版
と
二
人
の
刻
工
名
が
共
通
す
る
か
ら
、
こ
れ
が

湖
州
の
玉
代
史
記
に
該
当
す
る
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
あ
ま
り
に
そ
の
数

が
少
い
。
そ
れ
は
一
つ
に
は
こ
の
本
は
原
刻
葉
が
あ
ま
、
り
に
少
く
、
，
比
較

の
対
象
と
し
て
乏
し
す
ぎ
る
の
で
あ
る
。
原
刻
葉
の
残
存
が
も
っ
と
多
け

れ
ば
、
両
本
と
の
刻
工
の
合
致
が
は
る
か
に
増
え
る
か
も
知
れ
ま
い
。
ま

た
、
匡
郭
の
大
き
さ
が
、

五
代
史
の
方
が
縦
で
五
・
六
今
、

横
で
三
今
小

さ
く
、
行
格
も
毎
半
葉
ニ
行
、
毎
行
三

t
四
宇
は
少
い
の
で
あ
る
が
、
ぞ

れ
は
ニ
二
五
巻
に
対
す
る
七
四
巻
と
い
う
分
量
の
差
に
よ
る
の
か
も
知
れ

、品、、、。

ふ
ん
・

νし
か
し
、
い
ず
れ
に
し
て
も
そ
の
可
能
性
は
あ
る
が
、
と
い
っ
て
そ
れ

と
断
定
し
う
る
だ
け
の
資
料
と
し
て
や
や
も
の
た
り
ず
、
そ
れ
は
ま
た
同

時
期
の
他
の
刊
本
と
の
共
通
刻
工
の
乏
し
さ
に
も
、
同
姓
同
名
者
も
い
る

こ
と
で
あ
る
し
、
不
安
を
禁
じ
え
な
い
。
と
は
い
え
、
こ
れ
邑
の
資
料
や

版
式
か
ら
南
宋
前
期
を
降
る
こ
と
は
な
い
と
思
わ
れ
、
樽
氏
旧
蔵
本
と
の

比
較
が
望
ま
れ
て
な
ら
な
い
。

な
お
、
楊
氏
の
い
う
骨
三
異
校
本
と
は
、
次
掲
の
南
宋
中
期
建
刊
本
、

お
よ
び
元
代
の
そ
の
覆
刻
本
で
あ
る
。

中
国
訪
書
志
は
さ
ら
に
続
け
て
、
樽
増
湘
の
讐
鑑
楼
善
本
書
目
と
蔵
閤
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牽
書
題
記
巻
一
の
北
宋
本
五
代
史
記
版
、
お
よ
び
王
文
進
の
文
禄
堂
訪
書

記
に
、
こ
れ
と
行
格
を
同
じ
く
す
る
一
ニ
行
・
二
二
宇
(
後
者
は
二
一
宇

至
二
四
宇
と
い
う
〉
本
が
、
そ
れ
ぞ
れ
首
二
一
巻
、
お
よ
び
巻
二
ニ
と
巻

一
五
半
葉
と
い
う
零
本
な
が
ら
、
著
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
触
れ
、
と
も

に
北
宋
刊
と
す
る
こ
と
を
否
定
し
つ
つ
、
刻
工
名
か
ら
こ
の
本
と
も
別
版

で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

蔵
園
筆
書
題
記
お
よ
び
文
禄
堂
訪
書
記
に
よ
れ
ば
、
い
ず
れ
も
下
象
鼻

に
字
数
と
刻
工
名
が
刻
さ
れ
る
と
し
、
前
者
に
は
高
安
礼
能
換
呉
世

栄
徐
信
高
安
道
呉
信
察
侃
王
受
呉
小
一
一
、
後
者
に
は
王
立
王
受

高
安
礼
高
智
広
高
安
道
高
智
立
呉
俊
呉
世
栄
呉
小
ニ
熊
焼
徐
信

察
侃
と
い
う
刻
工
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
両
記
に
は
ほ
と
ん

ど
共
通
す
る
か
ら
、
同
版
で
あ
る
こ
と
に
疑
い
は
な
い
が
、
こ
の
中
央
図

書
館
本
の
者
と
は
一
人
も
合
わ
ず
、
し
た
が
っ
て
こ
れ
と
は
別
版
で
あ
る

と
さ
れ
る
の
に
、
私
も
同
感
で
あ
る
。
た
だ
し
、
高
安
礼
高
安
道
が
南

宋
前
期
の
う
ち
の
後
半
な
い
し
中
期
初
の
杭
州
地
区
の
刊
本
、
た
と
え
ば

紹
照
元
年
序
刊
披
門
酬
唱
、
淳
照
刊
撫
州
公
使
庫
刊
礼
記
、
春
秋
経
伝
集

解
に
み
ら
れ
る
か
ら
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
同
地
方
で
、
こ
の
よ
う
な
似
た
本

が
二
種
存
す
る
に
つ
い
て
、
そ
の
関
係
に
疑
問
を
投
げ
か
け
て
い
る
。

な
お
、

こ
の
中
央
図
書
館
現
蔵
本
は
、
宣
統
三
年
(
一
九
四
一
〉
、
当

時
所
有
の
貴
池
劉
世
桁
に
よ
っ
て
影
印
さ
れ
た
。
封
面
の
裏
面
に
「
貴
池

劉
氏
玉
/
海
堂
景
宋
叢
/
書
之
七
宜
統
/
建
元
十
月
付
黄
田
山
陶
子
麟
/
刻

ニ
年
辛
亥
/
閏
六
月
竣
工
」
と
あ
る
。
補
写
の
部
分
も
、
ほ
ぼ
そ
の
通
り

に
行
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
北
京
図
書
館
善
本
書
目
に
は
、
宋
刊
本
と
し
て
は
、

¥巻九
t
一
一
-
配
明
刻
本
〆

宋
刻
本
一
巻
六
一

t
七
O
配
明
抄
本
一

/
他
巻
欠
葉
配
元
刻
本
及
易
一
明
刻
本
、

宋
刻
本

七
四
巻

一
六
冊

麗
損

存
一
四
巻
ハ
一
歪
一
四
)

冊

周
指

の
二
本
が
著
録
さ
れ
て
い
る
。
前
者
は
「
慶
元
五
年
曾
三
異
校
定
」
の
あ

る
べ
き
巻
一
八
が
補
配
本
で
あ
る
が
、
次
々
節
で
述
べ
る
よ
う
に
、
こ
れ

は
そ
の
南
宋
中
期
の
慶
元
五
年
刊
本
を
元
の
中
期
に
覆
刻
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
、
後
者
は
こ
の
目
録
で
始
め
て
知
る
本
で
、
し
か
も
巻
一
八
が
欠

巻
で
あ
っ
て
、
実
見
し
て
い
な
い
以
上
な
ん
と
も
い
え
な
い
が
、
北
京
目

録
の
体
例
上
か
ら
は
前
者
と
同
版
か
と
み
え
、
い
ず
れ
も
南
宋
慶
元
本
と

は
と
て
も
考
え
ら
れ
な
い
。

南
宋
慶
元
五
年
建
安
刊
曾
三
異
校
定
本

五
代
史
記
の
百
柄
本
は
、
序
目
一
四
葉
は
一
一
二
行
ニ
ニ
宇
の
補
写
ら
し
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い
が
、
本
文
七
四
巻
は
一

O
行
一
八
字
、
宇
様
も
史
記
黄
善
夫
本
の
系
統

を
引
き
、
巻
一
八
尾
に
「
慶
元
五
年
魯
郡
骨
三
異
校
定
」
の
一
行
を
持
つ

も
の
で
、
当
時
停
氏
隻
鑑
楼
蔵
本
を
底
本
と
し
、
当
然
、
慶
元
五
年
刊
本

と
さ
れ
て
い
る
〈
墜
鑑
楼
善
本
書
目
は
三
年
と
誤
記
)
。

こ
の
本
に
は
、
、
徐
無
党
注
の
ほ
か
に
A

と
き
に
「
ハ
骨
三
異
校
定
日
・
:

:
・
)
」
と
双
行
の
注
が
入
っ
て
い
て
、

ま
た
巻
二
三
等
五
巻
末
に
一
「
魯
郡

骨
三
具
校
」
の
一
行
も
あ
り
)
し
た
が
っ
て
慶
元
五
年
校
定
本
は
実
際
に

刊
刻
さ
れ
、
史
記
黄
善
夫
本
山
両
漢
書
劉
元
起
本
・
唐
書
貌
仲
立
刊
本
、

さ
ら
に
は
刊
者
不
明
な
が
ら
三
国
志
・
晋
書
・
南
史
・
北
史
・
惰
書
に
同

じ
行
格
の
本
が
あ
る
か
ら
、
お
そ
ら
く
は
こ
れ
を
含
め
て
十
史
を
形
成
し

て
い
た
に
違
い
あ
る
ま
い
。

一
-
そ
し
て
、
避
詳
欠
筆
も
慎
敦
宇
に
至
っ
て
い
る
か
ら
、
慶
元
と
い

う
刊
年
に
も
疑
問
は
な
い
。
一

し
か
し
、
-
百
柄
本
の
ほ
か
に
も
こ
の
間
版
本
は
い
く
つ
か
あ
る
の
で
あ

る
が
、
晋
書
と
同
様
、
実
査
し
た
も
の
、
書
影
の
あ
る
も
の
は
す
べ
て
、

元
代
の
覆
刻
本
で
あ
る
と
私
は
確
信
し
て
い
る
。

そ
れ
は
版
式
や
刻
工
名
に
よ
る
が
、
や
や
主
観
的
な
面
が
否
定
で
き
な

い
も
の
の
、
新
唐
書
に
つ
い
て
、
南
宋
中
期
建
安
貌
仲
立
宅
刊
本
を
、
元

の
天
暦
二
年
(
一
三
二
九
)
に
覆
刻
本
が
出
さ
れ
た
こ
と
に
照
ら
せ
ば

(
闘
舗
に
一
士
山
市
)
、
そ
の
系
列
の
覆
刻
本
で
あ
る
こ
と
が
明
瞭
で
あ
る
口

覆
刻
本
に
は
、
慶
元
五
年
の
年
代
は
冠
し
な
い
も
の
の
、
巻
二
三
・
二

四
・
三
四
・
五
七
・
五
八
の
各
巻
末
に
も
「
魯
郡
曾
三
異
校
定
」
の
七
宇

が
あ
る
。
曾
三
異
に
つ
い
て
は
、
張
氏
が
校
史
随
筆
に
考
証
し
て
、

按
中
興
館
閣
続
録
、
曾
三
具
、
一
臨
江
軍
人
。
端
平
元
年
三
月
、
以
承

務
郎
主
管
揮
州
南
獄
廟
、
充
秘
閣
校
勘
。
二
年
九
月
1
徐
太
社
令
。

又
宋
史
塞
文
志
、
有
曾
三
異
宋
新
旧
官
制
通
孜
十
巻
、
又
宋
新
旧
宮

制
通
釈
ニ
巻
。
，
直
斎
書
録
解
題
、
周
益
公
解
相
印
、
編
定
六
一
居
士

集
、
属
旧
客
曾
三
具
校
正
、
、
益
完
善
無
遺
恨
云
云
。
是
三
具
必
一
学

識
掩
貫
之
士
、
且
甚
服
暦
欧
公
者
、
故
於
校
正
六
一
居
古
集
外
、
又

校
刊
是
史
也
。
薙
正
江
西
通
志
、
称
三
異
為
三
碍
弟
、
一
二
時
宋
史
有

伝
、
臨
江
新
塗
人
。
三
異
乃
自
署
日
魯
者
、
蓋
追
記
其
祖
籍
耳
。

と
い
う
の
に
尽
き
る
で
あ
ろ
う
。

い
ま
、
骨
元
異
校
定
直
後
の
宋
慶
元
の
原
刻
本
の
存
在
を
聞
か
な
い
が
、

次
節
に
そ
の
覆
刻
本
に
つ
い
て
述
べ
る
。

克
一
覆
南
宋
慶
元
五
年
建
刊
本

前
述
の
通
り
、
慶
元
五
年
刊
本
は
現
存
し
な
い
も
の
の
よ
う
で
あ
る
が
、

私
が
そ
の
元
代
の
覆
刻
本
と
み
る
本
は
、
原
刊
本
と
し
て
い
く
つ
か
著
録

-142-



さ
れ
て
い
る
。
私
ど
も
の
実
査
で
き
た
中
央
図
書
館
本
は
明
代
ま
で
に
至

る
逓
修
本
で
あ
り
、
原
刻
薬
の
残
存
は
き
わ
め
て
少
い
。
し
か
も
、
そ
の

本
文
が
ほ
と
ん
ど
読
め
な
い
場
合
も
珍
し
く
な
く
、
補
刻
葉
に
も
摩
滅
し

て
補
筆
さ
れ
た
例
さ
え
か
な
り
あ
る
。

百
柄
本
も
ま
た
こ
の
版
を
慶
元
本
と
し
て
採
用
し
た
が
、
こ
の
樽
氏
聾

鑑
楼
本
に
は
補
刻
は
な
い
ら
し
く
、
宇
様
も
か
な
り
南
宋
中
期
建
刊
本
に

似
て
、
ま
ず
は
忠
実
な
覆
刻
本
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
と
く
に
鉄
琴
銅
剣

楼
宋
元
本
書
影
に
所
掲
の
巻
一
首
葉
は
、
書
影
が
大
型
の
せ
い
で
、
百
柄

本
よ
り
原
刻
本
ら
し
く
見
せ
か
け
る
。
ま
た
百
柄
本
は
、
そ
の
巻
首
に
捺

さ
れ
た
「
建
安
楊
氏
/
伝
家
図
書
」
、
「
毛
鳳
/
萄
印
」
「
子
晋
/
氏
」
「
奏

よ
h

・
」
「
毛
表
」
、
「
鉄
琴
銅
/
剣
楼
」
「
在
処
/
有
神
物
/
護
持
」
等
の
印
記

を、

一
部
は
「
徐
無
党
」
な
ど
の
文
字
に
重
ね
ら
れ
て
い
る
た
め
か
、
消

し
て
し
ま
っ
て
い
る
。

鉄
琴
銅
剣
楼
蔵
書
目
録
も
宋
刊
本
と
称
す
る
の
は
や
む
を
え
な
い
よ
う

な
も
の
で
あ
る
が
、
「
匡
徴
貞
字
皆
減
筆
」
と
し
て
実
在
す
る
南
宋
中
期

の
慎
敦
撒
に
触
れ
な
い
こ
と
、
「
板
式
甚
工
旧
」
な
ど
と
称
す
る
こ

と
は
、
い
か
に
も
当
時
の
解
題
で
は
あ
る
。

こ
の
本
は
現
在
、
所
在
不
明
で
あ
る
が
、
と
も
か
く
こ
こ
に
影
印
さ
れ

た
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
在
の
後
修
本
か
ら
で
は
で
き
な
い
刻
工
名
や
欠
筆

を
検
出
し
う
る
こ
と
は
貴
い
。
以
下
に
掲
げ
る
刻
工
名
は
、
そ
の
よ
う
な

元
明
逓
修
本
に
は
な
い
も
の
も
、
こ
こ
か
ら
採
録
し
て
含
め
て
あ
る
。

な
お
、
首
の
玉
代
史
記
序
と
五
代
史
記
目
録
、
お
よ
び
そ
の
尾
に
付
く

「
徐
無
党
日
:
:
:
」
は
達
筆
の
補
写
で
あ
る
が
、
毎
半
葉
一
二
行
と
行
格

を
具
に
す
る
。
し
か
し
、
序
の
首
に
「
栄
口
/
口
口
」
の
印
記
が
み
え
る

か
ら
、
在
讐
鑑
楼
以
前
か
ら
備
え
ら
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

以
下
、
中
央
図
書
館
本
に
つ
い
て
記
す
が
、
中
国
訪
書
志
に
詳
述
さ
れ

て
お
り
、
私
も
実
査
し
た
が
、
記
述
が
こ
れ
と
か
な
り
重
複
す
る
の
は
や

む
を
え
な
い
。

七
四
巻

宋
曾
三
異
校

〔
元
〕
覆
宋
慶
元
五
年
刊
本

〔
明
〕
逓
修

二
四
冊

中
央
図
書
館
蔵

新
補
茶
色
表
紙
(
二
七
・
二
×
二
ハ
・
七
勺
〉
、
金
譲
玉
装
、

原
料
紙
高

さ
二
六
円
ン
。
首
に
玉
代
史
記
序
(
陳
師
錫
)
、

「
五
代
史
記
巻
第
一
/
梁
本
紀
第
一
(
欄
一
一
一
)
欧
陽
修
撰

左
右
双
辺
ハ
一
九
・
玉
勺
×
一
二
・
三
勺
〉
、

玉
代
史
記
目
録
。
本
文
は

徐
無
党
註
」
と

題
し
て
始
る
。

一
O
行
・
一

八
字
、
注
文
は
小
字
双
行
で
行
一
二
字
前
後
。
版
心
は
白
口
で
双
黒
魚
尾
、

そ
の
中
間
に
「
玉
代
こ
の
よ
う
に
題
し
、
上
象
鼻
に
大
小
字
数
、
下
象
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鼻
の
上
方
に
丁
付
と
下
方
に
刻
工
名
を
刻
す
る
。
耳
格
に
篇
目
を
示
す
。

序
自
に
は
原
刻
葉
が
一

O
ほ
ど
も
残
っ
て
い
る
が
、
漫
法
が
著
し
く
て

あ
ま
り
読
め
ず
、
本
文
に
は
原
刻
は
ご
く
稀
で
あ
る
。
明
修
は
粗
黒
口
で
、

一
見
し
て
識
別
で
き
る
。
巻
一
第
三
葉
以
下
、

し
ば
し
ば
版
心
下
方
に

「
了
亥
」
と
あ
り

j

こ
れ
が
第
一
次
修
と
思
わ
れ
る
が
、

永
楽
五
年
(

四
O
七
)
は
無
理
で
、
お
そ
ら
く
成
化
三
年
(
一
四
六
七
)
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
中
央
図
書
館
の
宋
本
図
録
な
ど
は
正
徳
六
年
(
一
五
一
一
〉
の

補
刊
年
記
が
あ
る
と
し
、
正
徳
六
年
に
至
る
逓
修
本
と
さ
れ
る
原
因
と
な

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
私
は
短
い
調
査
時
間
に
正
徳
の
補
刊
年
記
を
発
見

で
き
ず
、
や
は
り
中
央
図
書
館
善
本
組
の
李
清
志
氏
に
精
査
を
依
頼
し
た

と
こ
ろ
、
そ
れ
は
皆
無
の
由
で
あ
る
。
宋
本
図
録
が
な
ん
ら
か
と
混
同
し

た
も
の
で
あ
ろ
う
、
が
、
し
た
、
が
っ
て
、
次
掲
の
こ
れ
よ
り
や
や
後
印
の
二

O
冊
本
に
は
、
正
徳
六
年
修
の
こ
と
に
同
書
は
ま
っ
た
く
触
れ
な
い
の
で

あ
る
。
新
唐
書
の
同
じ
元
の
覆
刻
本
に
は
宣
徳
九
・
一

O
年
(
一
四

四
・
五
)
の
補
刊
年
記
が
あ
り
、
先
に
こ
れ
か
ら
推
し
て
「
丁
亥
」
を
成

化
三
年
と
み
た
の
で
あ
る
が
、
明
の
逓
修
は
正
徳
ご
ろ
に
終
っ
て
い
よ
う
。

刻
工
は
単
宇
の
も
の
が
多
く
、
ニ
宇
で
も
お
そ
ら
く
み
な
姓
を
欠
く
よ

う
で
あ
る
が
1

ほ
ぼ
左
の
通
り
で
あ
る
。

4
中
卜
玉

6
仲
甫

7
伯
茂

君
六

君
和

東
山

仲
明

日
国
用

日
愛
之

日
徳
祐

慶
之

程
元

山

元

王

文

用

正

目

仲

成

伯

枝

君

徐

高

国

善

遠

徳

こ
の
う
ち
、

国
用
愛
之
程
元
の
三
名
は
、
新
唐
書
・
晋
書
の
覆
宋

刊
本
に
あ
り
、
仲
甫
仲
明
は
、
長
沢
規
矩
也
氏
の
元
代
刻
工
表
に
よ
れ

ば
、
宋
刊
の
宋
文
鑑
(
静
嘉
堂
蔵
)
の
元
修
部
分
と
、

一
O
行
本
十
三
経

注
疏
の
元
刻
部
分
に
あ
る
と
い
う
。
単
宇
の
方
は
大
半
が
共
通
す
る
。
し

か
し
、
姓
名
が
揃
っ
て
い
な
い
し
、
数
が
少
い
か
ら
、
私
は
か
れ
ら
が
全

く
同
一
の
刻
工
と
断
定
し
に
く
い
が
、
可
能
性
は
あ
る
ι

少
く
と
も
南
宋

中
期
建
刊
十
史
の
他
の
本
に
刻
工
名
の
あ
る
も
の
は
な
く
、
版
心
上
象
鼻

の
大
小
字
数
も
極
め
て
稀
で
あ
る
。
い
そ
れ
ら
を
、
こ
の
本
は
ほ
と
ん
ど
刻

し
て
い
る
。

加
え
て
、
宇
様
に
は
黄
善
夫
本
史
記
以
下
の
南
宋
中
期
建
刊
各
史
ほ
ど

に
は
鋭
さ
が
欠
け
、
右
上
り
の
気
が
乏
し
く
細
身
に
な
り
、
丸
味
を
帯
び

て
、
な
に
よ
り
そ
れ
ら
よ
り
ー
元
の
覆
刊
本
の
唐
書
に
似
て
き
て
い
る
。

さ
ら
に
は
、
元
の
建
刊
本
に
多
い
字
書
・
韻
書
・
類
書
等
に
共
通
す
る
字

様
に
近
司
つ
い
て
い
る
。

元
代
に
十
史
が
す
べ
て
覆
刻
さ
れ
た
と
は
限
ら
ず
、
い
ま
確
認
で
き
る

の
は
唐
書
、
そ
し
て
こ
の
晋
書
と
五
代
史
だ
け
で
あ
る
。
な
お
、
南
宋
初

の
曾
三
異
の
校
と
い
う
の
は
、
覆
刻
本
が
そ
の
ま
ま
原
刻
の
校
記
を
再
刻
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し
た
の
に
す
ぎ
な
い
。
従
来
、
す
べ
て
こ
れ
を
も
っ
て
慶
元
刊
本
と
し
て

き
た
の
は
誤
り
で
あ
る
。

七
四
巻

〔
元
〕
覆
宋
慶
元
五
年
刊
本
〔
明
〕
逓
修

ニ
O冊

も
う
一
本
で
あ
る
が
、
新
補
紫
色
表
紙
(
三
二
×
一
八
勺
)
、
槻
装
、

表
紙
に
外
題
そ
の
他
の
記
入
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
あ
え
て
後
に
述
べ
る
。

前
掲
本
よ
り
後
印
で
、
正
徳
以
後
の
補
修
が
あ
る
か
と
み
ら
れ
る
。

「
朱
樹
/
私
印
」
(
陰
)
「
子
/
清
」
「
桐
華
/
別
館
」
ハ
陰
)
「
我
斎
/
図
書
」

「
抱
萄
/
子
」
「
季
魯
/
氏
蔵
」
「
博
爾
済
吉
特
瑞
詰
収
蔵
」
「
翰
鶏
博
爾
/

済
吉
特
氏
/
鞄
石
宜
主
/
人
審
定
金
/
石
書
画
印
」
「
西
位
木
稜
/
瑞
詰

収
/
蔵
書
籍
」
「
鳳
倫
/
秘
笈
」
「
鳳
倫
審
/
定
謝
小
韓
侍
」
「
南
海
/
謝
小

韓
」
の
蔵
印
が
あ
る
。
後
二
者
の
う
ち
、
瑞
詰
は
首
冊
に
題
記
を
手
書

し
、
謝
小
塩
は
、
外
題
に
「
翫
宋
葉
五
代
史
話
回
講
町
冊
」
(
印
章
は

「
伺
輸
相
紘
一
」
〉
と
明
記
し
、
右
肩
に
は
別
筆
で
「
此
慶
元
刊
曾
三
異
刻
本

/
元
明
補
版
甚
多
」
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
謝
小
韓
は
、
す
で
に
こ
れ
が
宋

刊
本
で
あ
る
こ
と
を
疑
い
、
元
の
覆
刻
本
と
見
倣
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

な
お
未
見
で
あ
る
が
、
善
本
書
室
蔵
書
志
・
江
南
図
書
館
善
本
書
目
・

江
蘇
第
一
図
書
館
覆
校
善
本
書
目
・
江
蘇
省
立
国
学
図
書
館
図
書
総
目
と

引
継
が
れ
て
著
録
さ
れ
る
こ
四
冊
が
、
叢
山
書
影
に
も
巻
二
六
第
五
葉
表

の
書
影
が
掲
げ
ら
れ
、
丁
志
以
下
の
記
述
に
よ
っ
て
も
こ
の
覆
刻
本
の
明

修
本
で
あ
り
、
牽
山
書
影
に
は
全
書
八
九
九
葉
と
あ
る
。
丁
志
に
「
虞
山

埜
老
印
」
「
彬
侯
印
」
の
あ
る
こ
と
、
巻
一
後
に
朱
筆
で
「
戊
成
正
月
二

十
四
日
用
葉
石
君
所
蔵
旧
監
本
子
対
読
」
、
末
に
「
崇
禎
戊
寅
蝋
月
廿
三

日
収
蔵
」
等
の
肢
が
あ
る
と
い
う
。

旧
京
書
影
ハ
加
〉
ハ
加
〉
に
巻
二
八
之
一
九
(
尾
題
だ
け
)
と
巻
五
六
首

葉
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
現
存
し
な
い
ら
し
い
。

わ
が
国
に
伝
存
す
る
こ
と
を
聞
か
ず
、
意
外
に
稀
本
で
あ
る
。

元
大
徳
九
路
儒
学
刊
本

元
大
徳
九
路
儒
学
刊
十
七
史
が
実
は
南
北
朝
七
史
を
除
い
た
十
史
で
あ

ろ
う
こ
と
に
は
、
し
ば
し
ば
触
れ
て
き
た
が
、
そ
の
終
幕
の
五
代
史
記
は

存
在
す
る
よ
う
で
あ
る
。
刊
記
や
刊
地
を
い
っ
さ
い
記
さ
ず
、
続
い
て
用

い
ら
れ
た
明
の
前
中
期
ご
ろ
の
修
本
に
「
崇
文
書
院
」
の
名
が
現
れ
る
な

ど
し
、
し
か
も
南
監
本
も
少
い
か
ら
、
ま
こ
と
に
扱
い
に
く
い
の
で
あ
る

が
、
唯
一
の
お
そ
ら
く
は
元
印
本
の
行
格
・
宇
様
が
十
史
の
系
列
に
あ
り
、

わ
ず
か
な
刻
工
名
も
元
大
徳
の
も
の
と
み
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、

路
名
不
詳
な
が
ら
、
崇
文
書
院
刊
と
推
定
で
き
そ
う
で
あ
る
。
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そ
の
元
印
本
は
台
北
の
中
央
図
書
館
の
北
平
本
で
あ
る
が
、
北
平
図
書

館
善
本
書
目
に
、

存
五
八
巻
(
序
目
・
一

t
一
六
-

J

/
一
二
三

t
七

四

¥

万
一
刻
本

存
二
四
巻
(
軌
町
一
一
主
に
ト

ω一
.
一
畑
一
日
初
日
)

克
刻
本

と
あ
っ
た
う
ち
の
前
者
だ
け
で
あ
る
。
な
お
、
後
者
は
現
存
し
な
い
の
で
、

巻
六

O
と
六
一
の
聞
が
区
切
ら
れ
た
理
由
は
わ
か
ら
な
い
。

こ
の
本
は
、
逆
に
い
え
ば
巻
一
七

t
三
二
の
一
六
巻
を
欠
き
、
八
冊
で

あ
る
が
、
粘
葉
装
で
、
暗
褐
色
の
表
紙
(
三
六
・
七
×
二
二
・
六
今
)
に
、

「
五
代
史
序
之
八
巻
」
の
よ
う
に
墨
書
し
た
題
祭
を
貼
っ
て
い
る
。

五
代
史

記
序
が
あ
り
、
続
い
て
五
代
史
記
目
録
が
あ
る
が
、
そ
の
末
尾
に
注
者
の

「
徐
無
党
日
:
:
:
」
は
な
い
。

本
文
巻
首
は
「
五
代
史
記
巻
第
一
(
輔
五
)
欧
陽
(
欄
一
一
一
)
修

徐

撰
/
(
1
j
r
)

注
)
と
題
す
る
。
左
右
双
辺
合
二
・
一
×
一
五
・
四

H
J
、

無
党

一
部
四
周
双
辺
。

一
O
行
、
ニ
二
宇
・
注
文
小
字
双
行
。
版
心
は
線
黒
口

で
、
上
象
鼻
の
ほ
ぼ
右
半
に
字
数
を
刻
し
、

双
魚
尾
で
、

「
玉
代
史
巻
之

(
丁
付
ど
の
よ
う
に
題
し
、
下
象
鼻
に
稀
に
刻
工
名
を
入
れ
る
。
巻

七
一
末
葉
に
「
宣
徳
郎
国
土
博
士
臣
高
宇
校
正
」
の
一
行
が
あ
る
。

刻
工
名
は
数
が
少
い
の
で
あ
る
が
、

7
亨
保

8
景
先

旬
土
中
日
盛
之

陳
父

日
彰
仁
山
日
一
鄭
埜

七

よ
h

・

茅

成

亨

万

王

父

'mT 
，81
・

こ
の
う
ち
、
旬
(
陶
)
土
中
が
こ
の
九
路
本
の
信
州
路
刊
隔
書
に
、
彰

仁
山
が
九
路
本
と
常
に
誤
ら
れ
て
き
た
一

O
行
二

O
字
本
の
元
刊
晋
書
に
、

枇
陵
の
地
名
を
冠
し
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
南
宋
刊
本
の
元
修

部
分
に
い
く
つ
か
み
え
、
景
先
が
韓
州
刊
文
選
(
書
陵
部
・
北
平
)
に
、

鄭
埜
が
両
准
江
東
転
運
司
刊
三
史
ゃ
い
わ
ゆ
る
眉
山
七
史
な
ど
に
し
ば
し

ば
、
ま
た
盛
之
が
両
准
江
東
転
運
司
刊
三
史
に
、
と
い
う
よ
う
に
で
あ
る
。

対
比
例
と
し
て
は
い
さ
さ
か
少
き
に
失
す
る
が
、
行
格
等
の
版
式
面
と

あ
わ
せ
み
れ
ば
、
九
路
本
の
玉
代
史
記
と
み
て
誤
り
な
い
は
ず
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
本
に
も

宗
文
(
巻
五
八
第
九
・
一

O
葉
、
巻
七

O

第
一
・
七
葉
)
・
宗
(
二
二
箇
所
〉
の
文
宇
が
刻
工
名
の
よ
う
に
、
刻
さ

れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
明
嘉
靖
八

t
一
O
年
に
南
監
二
十
一
史
が
整
備
さ
れ
る
と
、

玉
代
史
記
に
は
こ
の
大
徳
本
が
用
い
ら
れ
た
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
お
そ

ら
く
明
の
前
中
期
に
補
修
さ
れ
、
嘉
靖
の
直
前
の
こ
ろ
印
行
さ
れ
た
本
に

tま

末
巻
の
尾
題
の
次
行
に
、

「
崇
文
書
院
刊
」
の
五
字
が
刻
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
「
宗

子
明
」
「
宗
文

肖
」
の
よ
う
に
、
「
宗
」
「
宗
文
」
が

山
か
ん
む
り
を
欠
く
も
の
の
、
島
市
文
書
院
を
指
し
、
そ
の
下
に
刻
工
名
が
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続
け
ら
れ
て
い
る
と
し
か
思
え
な
い
例
が
頻
出
す
る
の
で
あ
る
。

そ
う
す
る
と
、
「
宗
」
「
宗
文
」
は
崇
文
書
院
の
略
号
に
他
な
ら
な
い
わ

け
で
、
北
平
本
に
も
二
六
例
な
が
ら
そ
れ
が
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
元
代

の
刊
刻
も
、
明
代
の
南
京
国
子
監
に
よ
る
補
刻
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
命
を
受

け
て
崇
文
書
院
が
担
当
し
た
と
推
定
せ
ざ
る
を
え
ま
い
。
玉
代
史
記
は
七

四
巻
と
い
っ
て
も
、
こ
の
本
で
約
七
七

O
葉
、
北
史
や
惰
書
の
よ
う
に
各

儒
学
・
書
院
が
分
担
し
た
こ
と
に
照
ら
し
て
も
、

量
の
も
の
で
は
な
い
。

一
書
院
で
賄
え
な
い
分

し
か
し
、
こ
れ
も
次
に
書
院
名
を
刻
し
た
修
本
の
項
で
詳
述
す
る
が
、

崇
文
書
院
は
名
称
か
ら
い
っ
て
も
随
所
に
存
在
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
九

路
に
関
す
る
安
徽
・
江
西
等
の
清
末
の
通
志
な
ど
で
は
、
こ
の
元
代
に
存

在
し
た
も
の
と
し
て
該
当
す
る
書
院
が
、
い
ま
だ
に
つ
き
と
め
ら
れ
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
十
史
の
う
ち
晋
書
と
こ
の
五
代
史
が
、
担
当
の
路
を
確
認

で
き
な
い
の
で
あ
る
。

刻
工
の
彰
仁
山
に
、
晋
書
二

O
行
本
で
は
枇
陵
の
地
名
が
冠
せ
ら
れ
、

こ
の
地
が
江
蘇
省
常
州
武
進
で
太
湖
の
北
で
あ
る
こ
と
は
前
述
し
た
。
江

東
建
康
道
粛
政
廉
訪
司
の
管
内
で
枇
陵
寄
り
の
路
は
、
建
康
・
太
平
・
寧

国
路
で
あ
る
が
、
と
い
っ
て
そ
れ
以
上
の
こ
と
は
な
い
。
た
だ
、
鏡
州
路

が
史
記
と
惰
書
の
二
史
を
担
当
し
た
の
に
、
九
路
の
う
ち
鉛
山
州
を
別
格

と
す
れ
ば
、
徽
州
路
だ
け
が
そ
の
名
を
見
せ
な
い
か
ら
、
晋
書
か
五
代
史

記
か
が
徽
州
で
刊
刻
さ
れ
た
可
能
性
は
あ
る
。

巻
四
第
三
・
四
葉
は
下
半
が
破
損
し
て
補
修
さ
れ
て
あ
り
、
厳
密
に
は

補
刻
本
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
鄭
埜
は
両
准
江
東
転
運
司
刊
三
史

で
も
、
元
代
の
第
二
次
補
刻
刻
工
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
も
や
や
万
法
が

拙
劣
で
、
果
し
て
原
刻
か
と
の
疑
問
が
他
の
数
葉
も
含
め
て
な
い
で
も
な

い
が
、
三
史
で
も
両
次
の
補
修
は
近
接
し
て
い
た
か
ら
、
と
く
に
そ
う
と

み
な
す
わ
け
に
も
ゆ
か
な
い
。

巻
六
七
第
一

t
コ
一
葉
を
欠
く
。

毎
冊
首
尾
に
「
京
師
図
書
/
館
収
蔵
印
」
。

〈

智

?

〉

へ

鮮

?

〉

呉
仲
和
」
「
金
華
府
解
物
人
余
鏑
」
の
朱
印
が
、

ほ
か
に
「
金
華
府
解
物
人

料
紙
の
隅
な
ど
に
捺
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
先
に
明
初
の
印
本
で
あ
る
こ
と
を
示
す
と
、
晋
書

の
元
刊
ニ

O
宇
の
と
こ
ろ
で
考
証
し
て
お
い
た
(
限
配
担
調
味
叩
ょ
)
。

旧
京
書
影
(
加
〉
に
巻
五
七
首
半
葉
、
ハ
加
〉
に
巻
七
四
尾
半
葉
が
影

印
さ
れ
、
前
者
は
九
路
本
の
典
型
的
な
字
様
を
示
す
が
、
後
者
は
や
や
拙

い
。
た
だ
、
尾
題
の
次
に
「
崇
文
書
院
刊
」
と
な
い
こ
と
を
写
真
が
明
示

し
て
い
る
。

次
に
「
崇
文
書
院
刊
」
本
で
あ
る
。
こ
の
刊
記
が
実
際
に
刻
さ
れ
て
い
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る
も
の
で
あ
る
。

内
閣
文
庫
に
一
部
あ
り
「
元
刊
(
崇
文
書
院
)
」
と
著
録
さ
れ
て
い
る

が
、
明
の
前
期
な
い
し
中
期
に
、
少
く
と
も
二
度
の
補
修
を
受
け
て
い
る
。

す
な
わ
ち

七
四
巻

冊

〔
元
大
徳
〕
刊
〔
明
前
期

t
中
期
〕
逓
修
ハ
崇
文
書
院
〉

と
な
る
。
他
に
各
善
本
書
目
に
、

元
宗
文
書
院
刻
明
修
本

二

O
冊

北
京
図
書
館

克
宗
文
書
院
刻
本

有
紗
配

上
海
図
書
館

と
あ
る
の
が
同
版
本
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
内
閣
文
庫
本
に
は
明
ら
か

に
「
崇
」
と
あ
る
。

内
閣
文
庫
本
は
、
栗
皮
の
元
表
紙
(
二
八
・
四
×
一
八
・
一
日
ン
)
を
、
帝

国
図
書
館
蔵
と
空
押
し
し
た
薄
茶
色
の
表
紙
で
覆
っ
て
い
る
。
元
表
紙
に

は
、
左
肩
に
「
玉
代
史
僻
↓
之
十
二
」
の
よ
う
に
墨
書
し
、

坂
/
学
問
所
」
の
墨
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。

右
肩
に
「
昌
平

五
代
史
記
序
、
同
目
録
、
首
内
題
な
ど
北
平
本
と
同
じ
で
、
や
は
り
目

録
末
に
徐
無
党
の
注
語
は
な
い
。

原
刻
葉
も
か
な
り
残
存
し
、
そ
の
刻
工
名
も
み
ら
れ
る
。

し
か
し
、
お

そ
ら
く
明
の
永
楽
以
後
、
す
な
わ
ち
一
五
世
紀
な
か
ば
こ
ろ
か
と
み
ら
れ

る
補
刻
葉
が
相
当
に
混
る
。
そ
の
刻
工
と
し
て
一
宗
(
一
宗
刊
)
王
徳
明

淡
亨
越
仁
寿
な
ど
が
お
り
、
ま
た
前
述
の
よ
う
に
「
宗
」
ま
た
は
「
宗

文
」
と
し
、

一
宗
人
禾
子
明
万
山
方

一
な
い
し
二
格
分
を
空
け
て

午
王
肖
周
李
子
若
虚
徐
な
ど
と
続
け
る
例
が
珍
し
く
な
い
。

し
て
、
全
巻
の
最
末
葉
が
補
刻
葉
で
あ
り
、
そ
の
尾
題
の
次
行
に
「
崇
文

書
院
刊
」
と
あ
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、

刻
工
名
に
冠
す
る
宗
宗
文

は
崇
文
書
院
の
略
号
ら
し
い
の
で
あ
る
。
北
京
・
上
海
図
書
館
の
善
本
書

目
が
「
宗
文
書
院
」
と
す
る
の
は
、
あ
る
い
は
最
末
葉
を
欠
い
て
刊
記
が

な
い
も
の
の
、
諸
解
題
を
承
け
、
こ
の
宗
文
を
そ
れ
と
解
し
た
た
め
で
あ

ろ
う
か
。
次
の
南
監
二
十
一
史
の
嘉
靖
修
本
で
は
、
こ
れ
ら
の
名
は
ほ
と

ん
ど
削
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
か
ら
、
宗
文
書
院
刻
と
称
し
、
か
つ
嘉
靖

修
と
い
わ
な
い
の
は
こ
れ
と
同
版
で
あ
る
可
能
性
が
濃
い
。

明
代
の
第
二
次
の
補
刻
は
、
嘉
靖
を
そ
れ
ほ
ど
遡
ら
な
い
弘
治
・
正
徳

こ
ろ
か
と
推
定
す
る
。
字
様
は
や
や
太
め
の
稚
い
も
の
で
、
量
も
少
い
。

こ
の
本
の
巻
二
第
一
・
二
葉
、
巻
三
第
一
・
二
葉
な
ど
が
欠
葉
で
あ
る
が
、

嘉
靖
修
本
で
は
こ
こ
に
第
二
次
修
と
同
じ
宇
様
の
補
刻
が
入
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
本
の
別
の
箇
所
に
同
じ
補
刻
が
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ

の
本
の
印
行
が
そ
の
補
刻
と
前
後
し
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

第
一
冊
尾
(
巻
一
二
尾
)
に
「
文
化
戊
辰
六
月
端
六
日
卒
業
於
薬
材
所

/
樗
園
良
」
と
朱
筆
の
識
語
が
あ
り
、

一
部
に
朱
句
点
、
傍
線
が
施
さ
れ そ
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で
あ
る
。

蔵
印
は
「
大
学
校
/
図
書
/
之
印
」
「
浅
草
文
庫
」
「
昌
平
坂
/
学
問
所
」

(
墨
〉
「
大
日
本
/
帝
国
/
図
書
印
」
。

さ
て
こ
の
崇
文
書
院
で
あ
る
が
、
地
方
志
を
明
清
の
各
府
県
志
ま
で
を

詳
細
に
調
べ
る
こ
と
は
怠
っ
た
も
の
の
、
同
治

t
光
緒
刊
の
各
通
志
に
は

該
当
す
る
も
の
が
み
あ
た
ら
な
い
。
道
光
一

O
年
序
刊
の
安
徽
通
志
に
こ

の
名
は
ま
っ
た
く
み
え
な
い
し
、
元
の
江
東
建
康
粛
政
廉
訪
司
管
下
の
周

辺
に
あ
た
る
地
域
で
も
、
崇
文
書
院
は
す
べ
て
明
の
嘉
靖
以
後
の
設
立
さ

れ
た
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
光
緒
元
年
刊
の
漸
江
通
志
巻
二
五
の
杭
州
府
の
崇
文
書
院

は
、
西
湖
跨
虹
橋
の
西
に
あ
っ
て
明
の
万
暦
聞
に
巡
塩
御
史
葉
永
盛
が
始

め
た
も
の
で
あ
り
、
嘉
興
府
の
は
明
嘉
靖
中
の
知
県
の
陳
一
謙
が
立
て
た

と
あ
る
。
光
緒
六
年
刊
の
江
西
通
志
巻
八
一
に
よ
る
と
、
吉
安
府
の
治
北

一二

O
里
の
紗
演
の
崇
文
書
院
は
同
治
一

O
年
に
北
郷
公
が
建
て
、
撫
州
府

の
も
の
は
嘉
慶
二
年
の
仙
桂
公
の
建
立
で
あ
る
と
い
う
。

結
局
、
明
代
前
期
の
崇
文
書
院
の
所
在
は
わ
か
ら
ず
、
元
大
徳
の
原
刊

の
際
も
九
路
の
い
ず
れ
か
の
路
の
崇
文
書
院
が
担
当
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、

こ
れ
も
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

嘉
靖
八

t
一
O
年
に
南
京
国
子
監
で
二
十
一
史
を
整
備
し
て
印
行
を
は

じ
め
た
が
、
玉
代
史
記
に
は
こ
の
元
大
徳
九
路
本
が
採
用
さ
れ
た
。
以
後
、

万
暦
ニ

t
五
年
に
改
離
さ
れ
る
ま
で
半
世
紀
弱
の
問
、
か
な
り
の
部
数
が

刷
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
が
、
現
存
す
る
も
の
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

七
四
巻

一O
冊

一O
冊

尊
経
閣
文
庫

内
閣
文
庫

一O
冊

東
京
大
総
合
図
書
館

二
O
冊
・
一

O
冊

台
北
中
央
図
書
館

存
五
八
巻
(
政
措
川
一
一
釘
-
U

山
首
)
六
冊

七
四
巻

二
四
冊

南
京
図
書
館

ハ
有
抄
配
)
八
冊

北
京
大

台
湾
所
在
本
は
中
国
訪
書
志
(
増
訂
本
四
六
二
頁
)
に
よ
り
、
大
陸
所

在
本
は
い
さ
さ
か
古
い
が
そ
れ
ぞ
れ
の
目
録
に
よ
っ
た
。

こ
れ
ら
は
南
監
嘉
靖
二
十
一
史
本
の
一
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
際
の
補
刻

葉
の
版
心
に
同
八
・
九
・
一

O
年
の
補
刊
年
記
が
入
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、

お
そ
ら
く
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
、
崇
文
書
院
の
名
が
消
え
て
い
る
。
内
閣

文
庫
本
は
嘉
靖
修
本
で
も
や
や
後
印
の
も
の
で
、
前
述
の
「
崇
文
書
院

刊
」
本
よ
り
漫
鴻
が
進
み
、
嘉
靖
一

O
年
以
後
の
補
刊
年
記
は
な
い
が
、

南
監
の
補
修
に
加
え
て
、
い
さ
さ
か
の
変
化
を
生
じ
て
い
る
。

ま
ず
、
陳
師
錫
の
序
文
を
欠
く
が
、
こ
れ
は
尊
経
関
本
は
備
え
て
い
る

か
ら
、
た
ま
た
ま
落
ち
た
と
み
ら
れ
る
も
の
の
、
中
国
訪
書
志
に
よ
れ
ば
、
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中
央
図
書
館
本
の
三
部
も
み
な
後
印
本
で
、
序
が
な
い
と
い
う
か
ら
、
嘉

靖
後
半
の
あ
る
時
期
に
こ
の
版
木
が
損
失
し
た
か
に
も
思
わ
れ
る
。

つ
い
で
、
目
録
末
に
徐
無
党
の
注
語
が
こ
の
版
で
は
じ
め
て
付
刻
さ
れ

た
こ
と
で
あ
る
。
目
録
第
一
八
葉
の
末
が
、
従
来
、
空
三
行
で
尾
題
が
第

九
行
に
あ
っ
た
も
の
を
末
行
(
次
行
)
に
送
っ
て
、
四
行
分
に
小
字
双
行

で
計
八
行
に
わ
た
っ
て
、
こ
れ
を
埋
木
し
て
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
逆
に
巻
七
回
(
末
巻
)
の
尾
題
の
次
行
の
「
崇
文
書
院
刊
」

の
五
字
が
削
り
と
ら
れ
た
。
こ
の
末
葉
〈
第
一
四
葉
)
は
、
原
刻
葉
で
は

裏
二
行
で
本
文
が
終
り
、

空
一
行
の
後
、

「
五
代
史
記
巻
第
七
十
四
」
と

尾
題
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
(
旧
京
書
影
加
)
、
明
前
中
期
の
補
刻
で
空

二
行
・
尾
題
・
刊
記
と
改
め
ら
れ
、
こ
こ
に
嘉
靖
九
年
修
葉
に
代
え
ら
れ

て
、
刊
記
が
再
び
な
く
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
南
監
で
行
わ
れ
た
の
で
あ

る
か
ら
当
然
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
、
尊
経
閣
本
・
東
大
本
は
こ
の
葉
を
、

中
央
本
の
第
三
は
こ
の
巻
を
欠
い
て
確
認
で
き
な
い
が
、
中
央
本
の
二
部

に
も
な
い
と
中
国
訪
書
志
は
い
う
。

嘉
靖
の
補
修
に
よ
っ
て
、
原
刻
葉
は
僅
少
と
な
り
、
明
の
前
中
期
の
補

刻
刻
工
名
も
大
小
字
数
も
太
半
が
消
え
て
し
ま
っ
て
い
る
。
版
心
下
象
尾

の
宗
宗
文
も
ま
ず
み
つ
か
ら
な
い
。

内
閣
文
庫
本
に
「
林
氏
/
蔵
書
」
「
浅
草
文
庫
」
「
島
平
坂
/
学
問
所
」

等
、
尊
経
閣
本
に
「
清
山
/
蔵
書
」
等
、
東
大
本
に
「
嘉
興
/
呉
万
/
里

氏
印
」
の
蔵
印
が
あ
る
。
中
央
図
書
館
本
の
印
記
ほ
、
同
館
の
金
元
本
図

録
と
中
国
訪
書
志
に
委
ね
て
省
く
。

正
史
宋
元
版
の
研
究
に
は
ハ

l
ヴ
ァ

l
ド
大
学
燕
京
研
究
所
の
一
九
七

四
l
玉
年
度
の
研
究
補
助
金
を
受
け
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
宋
元
刊
本

の
閲
覧
調
査
は
所
蔵
各
位
の
格
別
の
ご
厚
意
に
よ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
発

表
の
遅
れ
を
恥
じ
つ
つ
、
篤
く
感
謝
申
し
あ
げ
る
。
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